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三保サト子 三保忠夫：松江藩松平家の鷹書制作に従事した医師・儒者・絵師について

一
、
は
じ
め
に

宮
内
庁
書
陵
部
編

『

和
漢
図
書
分
類
目
録』

(

昭
和
二
六
年
作
成
・
翌
年
三
月
発
行
、

以
下
に

『

目
録』

と
略
称
す
る)

に
よ
れ
ば
、
同
書
陵
部
に
は
七
三
七
点
と
い
う
多
く

の
鷹
書
類
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
の
六
三
九
点

(

八
六
・
七
㌫)

は
、
松
江
藩

の
旧
蔵
書
で
あ
り
、
こ
れ
が
昭
和
三
年
一
二
月
、
ま
と
め
て
宮
内
省
図
書
寮
に
寄
贈
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た

(

旧
蔵
書
の
一
部
は
他
機
関
に
も
寄
贈
さ
れ
た)

。
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
松
江
藩
で
収
集
さ
れ
、
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
旧
蔵
書
は
、
従
っ
て
、

同
藩
放
鷹
文
化
史
上
、
好
個
の
、
か
つ
、
不
可
欠
の
研
究
資
料
と
な
る
こ
と
い
う
ま
で

も
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
質
と
量
と
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
の
鷹
書
類
・
鷹
詞
に
関

す
る
諸
研
究
、
ひ
い
て
は
日
本
放
鷹
文
化
史
全
般
に
お
け
る
諸
研
究
に
お
い
て
も
多
大

の
貢
献
が
可
能
と
な
る
こ
と
相
違
な
か
ろ
う
。

書
陵
部
所
蔵
の
鷹
書
類
に
つ
い
て
は
、
宮
内
省
式
部
職
編
纂

『

放
鷹』

(

一
九
三
一

年
、
吉
川
弘
文
館
刊)

の

｢

本
邦
鷹
書
解
題｣

(

福
井
久
蔵
執
筆)

に
お
い
て
詳
し
い

解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
爾
来
、
八
○
年
に
な
る
が
、
未
だ
こ
れ
を
凌
ぐ
調
査
・
研
究

は
出
て
い
な
い
。
た
だ
、
解
題
と
い
う
立
場
上
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
こ
こ
に
は
松
江

藩
放
鷹
文
化
圏
に
つ
い
て
の
解
析
・
言
及
が
乏
し
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
松
江
藩

旧
蔵
の
鷹
書
は
、
単
な
る
、
あ
る
い
は
、
偶
々
の
集
合
体
で
は
な
い
、
一
藩
あ
げ
て
行

な
わ
れ
た
集
書
活
動
の
結
果
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
問
わ
れ
る
の
は
、
《
松

江
藩
で
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
に
、
い
つ
、
誰
が
、
何
を
目
的
と
し
て
鷹
書
を

収
集
・
制
作
し
た
の
か
、
そ
れ
に
従
事
し
、
協
力
し
た
人
物
、
そ
の
職
務
・
職
階
、
経

歴
、
所
在
等
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
今
日
、
こ
の
鷹
書
類
は
ど
ん
な
意

義
を
有
す
る
の
か
》
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

鷹
書
類
の
表
紙
や
扉
、
奥
書
や
識
語
の
類
、
本
文
中
な
ど
に
は
《
人
名
》
が
見
え
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
鷹
書
類
の
原
著
者
、
複
写
者
、
伝
得
者
・
伝
領
者
、
授
受
者
、
所

蔵
者
、
ま
た
、
鷹
術
の
相
伝
・
相
承
な
ど
に
関
わ
る
人
物
で
あ
る
。
右
の
問
に
答
え
る

た
め
に
、
ま
ず
、
こ
の
《
人
名
》
を
検
討
・
整
理
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
現
実
の
と

こ
ろ
、
そ
れ
が
原
著
者
か
転
写
者
か
、
相
伝
関
係
者
か
伝
領
者
か
、
明
瞭
に
し
が
た
い

場
合
も
あ
る
。
原
著
に
し
て
も
転
写
に
し
て
も
、
成
立
年
代
の
不
詳
の
場
合
も
少
な
く

な
い
。
だ
が
、
こ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
た
め
に
も
、
こ
の
《
人
名
》
に
つ
い
て
の
調

査
・
検
討
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

《
人
名
》
は
、
大
き
く
、
松
江
藩
関
係
者
、
公
儀
御
鷹
部
屋
関
係
者
、
鷹
術
関
係
者

(

中
世
〈
歌
人
を
含
む

〉)

、
鷹
術
関
係
者

(

近
世
〈
将
軍
家
・
旗
本
、
諸
侯
、
諸
藩
鷹
匠
等
〉)

、
有
職
故

実
家
・
国
学
者
、
文
人
・
絵
師
、
僧
な
ど
、
未
詳
者

(

年
代
、
所
属
、
職
種
な
ど)

、

の
六
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
機
会
の
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
調
査
結
果
を
公

表
し
、
批
判
を
得
て
い
き
た
い
が
、
厖
大
な
紙
幅
を
要
す
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
松
江

藩
関
係
者
三
○
余
名

(

当
該
書
と
の
関
わ
り
方
に
濃
淡
が
あ
り
、
調
査
対
象
と
し
て
扱

い
に
く
い
場
合
、
親
子
や
一
族
の
関
係
を
ど
う
数
え
る
か
と
い
っ
た
問
題
が
あ
っ
て
、

細
か
な
数
字
は
出
し
に
く
い)

の
内
の
一
部
、｢

医
師
・
儒
者
・
絵
師｣

の
グ
ル
ー
プ

を
取
り
上
げ
、
松
江
藩
旧
蔵
鷹
書
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

参
考
文
献
と
し
て
、
右

『

目
録』

、『

放
鷹』

の
他
、
松
江
藩

『

列
士
録』

(

松
江
神

社
旧
蔵
本
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本)

、
正
井
儀
之
丞
・
早
川
仲
編

『

雲
藩
職
制』

(

昭
和
五
九
年
復
刻
、
歴
史
図
書
社
。
安
政
二
年
度

『

御
給
帳』

を
含
む)

を
用
い
る
。

二
、
医
師
・
儒
者

【
１
】
山
本
安
良
、
館

(

山
本)

良
臣

｢

山
本
安
良

あ
ん
り
よ
う｣

｢

館

(

山
本)

良
臣
よ
し
た
み｣

の
父
子
は
松
江
藩
の
御
医
師

(

儒
医)

で
あ

る
。
ま
ず
、
安
良
に
は
次
の
著
書
が
あ
る
。
以
下
、
○
印
は

『

目
録』

の
書
目
、(

松

平)

は
そ
の
寄
贈
者
松
平
家
、1/163/1059

は
冊
数/

函/

号
、
末
尾
は
頁
数
を
示
す
。

○

『

鷹
画
題
詩
之
註
釈』

山
本
安
良

自
筆

(

松
平)

1/163/1059
(『

目
録』

、

787)

朝
日
丹
波
方
の
鷹
画
屏
風
讃
詩
十
二
首

(｢

架
上
所
何
求｣

｢

鳴
啼
孜
未
休｣

｢

此
声

伝
塞
外｣

｢

群
鳥
砕
心
頭｣

な
ど
の
詩
句)

を
注
釈
し
た
も
の
で
、
首
に
遊
紙
一
丁
、

本
文
一
七
丁
の
袋
綴
一
冊
、
一
面
八
行
で
あ
る
。
縦
二
四
・
九
セ
ン
チ
㍍
、
横
一
七
・

七
セ
ン
チ
㍍
。
奥
に
は

｢

右
之
通
鷹
画
十
二
之
題
詩
を
註
釈
仕
候
得
共
私
儀
／
鷹
事
不

知
案
内
之

(

？)

御
座
候
上
右
之
画
様
を
親
睹
不
仕
候
／
故
此
註
釈
存
外
画
意
詩
趣
と
齟
齬

(

旁
は

｢

互｣

と
書
く
か
。)
仕
候
儀
も
可
有
／
御
座
候
且
又
此
十
二
詩
甚
之
悪
詩
ニ

而
平
仄
之
配
当
さ

へ(

以
上
、
一

七
丁
オ
。)
／
行
届
不
申
文
字
使
用
ニ

も
無
理
御
座
候
程
之
儀
ニ

／
相
見
候
得
は
作
者
之

作
意
ニ

も
間
違
之
儀
も
多
分

(

中
略)

／
乙
未
六
月

山
本
安
良
／
右
詩
者
朝
日
丹
波
方

��
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鷹
画
屏
風
讃
解｣

と
あ
る
。
乙
未
は
、
天
保
六
年

(

一
八
三
五)

で
あ
り
、
安
良
の

｢

医
学
教
授｣

時
代
と
な
る
。｢

朝
日
丹
波
方｣

と
は
、
七
代
目
朝
日
丹
波
貴
邦

(

天
保

九
年
三
月
一
八
日
歿)

の
邸
宅
を
い
う
。
元
祖
朝
日
丹
波
は
、
結
城
秀
康
に
召
出
さ
れ

て
二
○
○
○
石
を
下
さ
れ
た
が
、
一
時
浪
人
し
た
。
元
和
九
年

(

一
六
二
三)

松
平
忠

直
の
も
と
に
て
浪
人
分
で
召
出
さ
れ
、
御
合
力
米
一
二
五
○
石
を
下
さ
れ
た
。
次
い
で
、

寛
永
元
年
越
前
大
野
で
直
政
に
召
出
さ
れ
、
同
一
○
年
信
濃
松
本
で
御
合
力
米
四
○
○

○
石
を
下
さ
れ
た
。
同
一
五
年
直
政
出
雲
拝
領
の
節
、
知
行
七
○
○
○
石

(

内
二
○
○

○
石
与
力)
を
下
さ
れ
、
御
家
老
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
同
一
八
年
七
月
一
七
日
出
雲
で

歿
し
た
。
以
後
、
松
江
藩
松
平
家
の
世
臣

(

譜
代
の
重
臣)

と
し
て
重
用
さ
れ
た
。
貴

邦
の
祖
父
朝
日
丹
波
郷
保

さ
と
や
す(

初
茂
保
。
生
歿
は
宝
永
二
年
〈
一
七
○
五
〉
二
月
〜
天
明

三
年
〈
一
七
八
三
〉
三
月)
は
、
財
政
改
革
で
知
ら
れ
る
。
安
政
二
年
度

『

御
給
帳』

に
、｢

家
老｣

の
一
人
と
し
て

｢
一
、
高
参
八
○
○
石
／

内
五
○
○
石
与
力

朝
日
千
助｣

と
見
え
る
の
は
、
貴
邦
の
嫡
子
八
代
目
朝
日
千
助
で
あ
る
。

安
良
は
、
医
学
・
本
草
学
は
も
と
よ
り
、
儒
学
・
漢
学
も
修
め
、
次
の
著
作
も
あ
る
。

○

『

多
加
能
布
美

漢
訳
鷹
書』

写

(
松
平)
1/163/1240

(『

目
録』

、793)

二
○
丁
か
ら
な
る
袋
綴
の
冊
子
本

(

縦
二
五
・
九
セ
ン
チ
㍍)

で
、
原
外
題
の
題
簽

に
は

｢

多
加
能
布
美
漢
訳
鷹
書

初
帙
冊
之
一｣

と
あ
る
。
こ
れ
は
零
本
ら
し
い
。『

古
事
記』

『

日
本
書
紀』

『

爾
雅』

『

佩
文
韻
府』
『

康
煕
字
典』

『

和
名
鈔』

『

書
言
字
考』

『

本
草

綱
目』

『

本
朝
食
鑑』

『

冠
辞
考』

、
そ
の
他
、
和
漢
の
古
典
に
見
え
る
鷹
の
記
事
を
引

き
、
語
句
・
漢
字
に
つ
い
て
注
釈
す
る

(

漢
字
交
じ
り
片
仮
名
文)
。
本
書
の
著
者
に

つ
き
、
実
名
不
詳
、
ま
た
は
、
館
良
臣

(『

国
書
総
目
録』

第
五
巻
、
五
一
六
頁)

と

す
る
説
が
あ
る
が
、
各
注
釈
の
首
に

｢

良
阜
曰｣

｢

良
阜
案
ス
ル
ニ｣

と
あ
る
か
ら
、

著
者
は
安
良
で
あ
る
。
良
臣

(

泰
淵)

は
安
良
の
子
で
、
次
の
自
筆
著
書
が
あ
る
。

○

『

鷹
書
集
遺』

館
良
臣

弘
化
三
年

(

一
八
四
六)

―
嘉
永
三

(

一
八
五
○)

自
筆

(

松
平)

6/163/927
(『

目
録』

、792)

原
表
紙
の
題
簽
・
外
題
に

｢

鷹
書
集
遺
山
本
医
物
産
家
考

共
六

一

(

〜
六)｣

(

左)

と
あ
る
。

和
漢
の
古
典
に
見
え
る
鷹
の
記
事
を
引
き
、
漢
字
交
じ
り
片
仮
名
文
で
注
釈
す
る
。
第

一
〜
三
冊
は
、
弘
化
四
年
に
成
書
し
、
濃
紺
の
表
紙

(

縦
二
五
・
六
セ
ン
チ
㍍
、
横
一

八
・
三
セ
ン
チ
㍍)

を
付
す
。
第
四
冊
は
翌
嘉
永
元
年
に
、
第
五
冊
は
同
二
年
に
、
第

六
冊
は
同
三
年
に
成
書
し
、
こ
れ
ら
に
は
う
す
青
い
表
紙

(

縦
二
五
・
二
セ
ン
チ
㍍
、

横
一
七
・
八
セ
ン
チ
㍍)

を
付
す
。
一
冊
目
以
下
の
丁
数
は
、
二
三
丁
、
二
一
丁
、
二

三
丁
、
二
五
丁
、
一
六
丁

(

尾
一
丁
白
紙)

、
二
四
丁
で
あ
る
。
第
一
冊
の
序
に

｢

弘

化
丙
午
六
月
館
良
臣
徴
聖
氏
謹
二

書
於
松
江
北
甫
里
之
賜
宅
簡
斎
中
一｣

、
第
三
冊
奥

に

｢

弘
化
四
年
歳
次
丁
未
十
二
月
吉
旦
館
良
臣
／
述
之
簡
斎
之
翠
松�
下
云
爾｣

、
第

四
冊
奥
に

｢

嘉
永
紀
元
歳
在
戊
申
七
月
初
三
日�
之
簡
／
斎
翠
松
窗
下
云｣

、
第
五
冊

奥
に

｢

嘉
永
二
年
屠
維
作�
五
月
浄
写
於
簡
斎
翠
松
／
窗
下
云
館
良
臣｣

、
第
六
冊
奥

に

｢

嘉
永
三
年
歳
在
庚
戌
臈
月
初
八
日
館
良
／
臣
録
之
簡
斎
東�
幽
裹
云｣

と
あ
る

(

合
符
略)

。

○

『

鷹
百
句
賤
註』

館
良
臣

安
政
四
年

(

一
八
五
七)

自
筆

(

松
平)

1/163/1254
(『

目
録』

、794)

新
補
表
紙

(

戦
前
か)

、
本
文
三
四
丁
の
袋
綴
一
冊
、
一
面
八
行
で
あ
る
。
縦
二
六
・

二
セ
ン
チ
㍍
、
横
一
八
・
六
セ
ン
チ
㍍
。
其
香

(

本
田
忠
憲
、
別
稿)

の
著

『

鷹
百
句』

に
良
臣
が
注
釈
を
付
す
。
発
句
の
条
は
漢
字
交
じ
り
平
仮
名
文
、
註
釈
は
漢
字
交
じ
り

片
仮
名
文
。
奥
に
、｢

右
安
政
四
と
せ
後
の
五
月
中
つ
頃
の
日
／
瑤
光
大
公
の
命
ニ
よ

り
て
聊
か
註
解
を�
す
る
も
の
也
／
但
し
良
臣
鷹
事
ニ
は
渡
ら
す
し
て
俳
道
も
亦
淵
／

源
の
教
ニ

通
セ
さ
れ
は
註
中
不
当
無
実
の
事
多
く
／
却
て
作
者
の
本
意
な
ら
さ
る
事
多

か
ら
ん
を
深
く
／
お
そ
れ
み
は
つ
る
所
な
り
／

良
臣
謹
て
誌
す｣

と
あ
る
。

良
臣
は
、
鷹
詞
や
薬
の
隠
し
名
な
ど
に
は
必
ず
し
も
明
る
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、

例
え
ば
、
句
中
の

｢

し
の
ふ
の
里
の
水｣

に
注
し
て
、｢

忍
里

シ
ノ
フ
ノ
サ
ト

ハ
陸
奥
の
地
名
歟
云
ハ

病
ノ
ツ
キ
テ｣

云
々
と
い
う
。
こ
れ
は

｢

春
山
の
水
也
、
む
つ
け
た
る
鷹
に
飼
也｣

(

書
陵
部
蔵

『

多
賀
口
伝
抄』

、163/1232)

の
意
味
で
あ
る
。

さ
て
、
儒
医
の
山
本
家
は
、
山
本
逸
記

い
つ
き

―
安
良
―
泰
渕

(

良
臣)

と
続
く
。
元
祖
山

本
逸
記
は
、
名
を
良
克
、
号
を
礼
夫
、
彰
経
と
い
う
。『

列
士
録』

に
よ
れ
ば
、
逸
記

の
本
国
は
不
知
、
生
国
は
山
城
と
あ
る
。
逸
記
講
述
・
安
良
較

『

黄
帝
内
経
抄
略
八
十

一
章』

一
冊

(

１)

の
序
文
末
に

｢

文
政
龍
飛
初

(

元
年
、
一
八
一
八)

元
歳
在
戊
寅
之
九
月
九
日
／
出
雲
藩
特
聘
医

学
教
授
美
濃
国

、

、

、

館
良
克
礼
夫
敬
識
于
／
松
江
官
寓
之
従
容
葆
斎
中�
年
七
十
又
六｣

と

見
え
る
か
ら
、
逸
記
の
本
国
は
美
濃
国
、
生
年
は
寛
保
三
年

(

一
七
四
三)

と
知
ら
れ

る
。
享
和
三
年

(

一
八
○
三)

三
月
一
九
日
、｢

御
国｣

へ
召
し
呼
せ
ら
れ
、｢

医
学
教

授｣

と
し
て
仕
え
る
べ
き
旨
を

｢

京
都
御
屋
敷｣

に
お
い
て
仰
せ
渡
さ
れ
た
。
京
都
御

屋
敷
と
は
、
松
江
藩
の
京
都
留
守
居
役
所
で
あ
ろ
う

(

２)

。
時
の
藩
主
は
第
七
代
松
平
治
郷
は
る
さ
と

－ 11 －



三保サト子 三保忠夫：松江藩松平家の鷹書制作に従事した医師・儒者・絵師について

で
あ
る
。
逸
記
は
同
四
月
御
国
に
参
着
し
、
同
五
月
一
六
日
よ
り

｢

医
書
講
釈
等
相
勤｣

め
た
。
翌
年
二
月
召
し
抱
え
ら
れ
、
二
○
人
扶
持
を
下
さ
れ
、｢

御
医
師
並｣

を
仰
せ

付
け
ら
れ
た
。
同
四
月
願
い
上
げ
て
上
京
し
、
家
内
を
召
し
連
れ
五
月
に
帰
国
し
た
。

文
政
四
年

(

一
八
二
一)

二
月
出
雲
に
て
歿
し
た
。
享
年
七
九
歳
で
あ
る
。

右
は

『

列
士
録』

に
よ
る
が
、
文
部
省
総
務
局
編

『

日
本
教
育
史
資
料』

(

明
治
二

四
年
五
月
出
版)

の
第
九
冊

(

昭
和
四
五
年
五
月
の
臨
川

書
店
の
複
製
で
は
第
五
冊)

の

｢

巻
十
二

学
士
小
伝｣

の

｢

旧
松
江
藩｣
の
条
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

○
山
本
逸
記
ハ
美
濃
ノ
人
ナ
リ
。
京
師
ニ
ア
リ
。
小
野
蘭
山
・
浅
井
図
南
ニ
師
事

シ
、
三
十
歳
ニ
シ
テ
郷
里
ニ
帰
リ
、
医
術
ヲ
開
業
ス
。
其
後
、
浅
井
図
南
、
医
学

ヲ
以
テ
尾
張
藩
ニ
聘
セ
ラ
ル
。
其
嗣
、
尚
少
ニ
シ
テ
業
ヲ
襲
フ
能
ハ
ス
。
逸
記
家

ヲ
挈
ケ
、
復
京
ニ
入
リ
、
医
学
并
本
草
学
ヲ
以
テ
、
権
リ
ニ
小
野
家
ノ
子
弟
ヲ
教

授
シ
、
旁
ラ
医
ヲ
業
ト
ス
。
享
和
二
年

(

マ
マ)

松
江
藩
主
松
平
治
郷
ニ
聘
セ
ラ
レ
、
優
礼

ヲ
以
テ
待
遇
セ
ラ
ル
。
同
四
年
二
月
遂
ニ
当
藩
ニ
禄
仕
シ
テ
弐
拾
人
俸
ヲ
受
ケ
、

表
医
師
ニ
列
シ
、
居
宅
ヲ
賜
ハ
ル
。
因
テ
之
ヲ
書
院
ト
シ
教
授
ス
。
文
化
三

(

一
八
○
六)

年
藩

主
学
規
十
一
条
目
今
其
条
目

文
面
不
相
分
ヲ
下
付
シ
、
次
テ
典
薬
某
ヲ
シ
テ
存
済
舘
ト
書
ス
ル
木

扁
額
ヲ
玄
関
ノ
梁
上
ニ
掲
ケ
、
又
藩
主
自
筆
ノ
扁
額
及
神
農
像
ノ
大
軸
ヲ
下
付
ス
。

是
於
該
院
ヲ
存
済
舘
ト
称
ス
。

(

一
五
五
頁)

句
読
点
は
私
に
付
し
た
。
文
中
の

｢

家
ヲ
挈、
ケ｣

の

｢
挈｣
字
は
ヒ
ッ
サ
グ
、
引
き

連
れ
る
の
意
、｢

権
リ
ニ｣

は
一
時
的
に
、
か
り
そ
め
の
意
で
あ
る
。

｢

学
士
小
伝｣

の
こ
の
条
に
は
、
黒
沢
弘
忠
、
長
沢
東
海
、
宇
佐
美�
水
し
ん
す
い

、
そ
の
他
、

都
合
一
一
名
の
小
伝
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
文
、
漢
字
交
じ
り
片
仮
名
文
、
漢
字
交

じ
り
平
仮
名
文
の
三
種
の
文
体
が
混
在
し
て
い
る
。
小
伝
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
者
が
異
な
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
逸
記
の
伝
が
何
人
の
手
に
な
る
か
不
詳
で
あ
り
、
た
だ
、
旧
松
江
藩

の
事
情
を
知
る
人
物
が
明
治
二
○
年
頃
に
草
し
た
も
の
か
と
推
測
す
る
の
み
で
あ
る

(

３)
。

そ
の
就
学
期
の
事
情
も
明
ら
か
で
な
い
。
浅
井

あ
ざ
い

図
南
は

(

生
歿
は
、
宝
永
三
年
〈
一
七

○
六
〉
一
一
月
〜
天
明
二
年
〈
一
七
八
二
〉
八
月
。
享
年
七
七
歳)

、
宝
暦
三
年

(

一

七
五
三)

尾
張
藩
医
で
あ
っ
た
父
浅
井
東
幹
の
歿
後
、
尾
張
に
移
っ
て
そ
の
跡
を
襲
う

(

４)

。

逸
記
は
、
こ
れ
以
前
、｢

三
十
歳
ニ
シ
テ
郷
里
ニ
帰
リ
、
医
術
ヲ
開
業
ス｣

と
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
小
野
蘭
山

(

生
歿
、
享
保
一
四
年
〈
一
七
二
九
〉
八
月
〜
文
化
七
年
〈
一

八
一
○
〉
正
月
二
七
日
。
享
年
八
二
歳

(

５))

の
開
塾
前
と
な
っ
て
し
ま
う
。
蘭
山
は
、
二

五
歳
時

(

宝
暦
三
年)

に
開
塾
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
逸
記
の
文
政
四
年
時
の
歿
年
齢

も
一
○
○
歳
近
く
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら
の
点
に
不
審
が
生
ず
る
。
も
ち
ろ
ん
、

師
事
す
る
こ
と
は
他
郷
に
あ
っ
て
も
可
能
で
は
あ
る
。
小
野
家
の
子
弟
を
教
授
し
た
と

す
る
点
に
つ
い
て
は
、
年
代
的
に
は
無
理
は
な
い
。
享
和
三
年
時
、
蘭
山
は
七
五
歳
、

既
に
江
戸
に
移
っ
て
い
た
か
ら
、
京
都
の
子
弟
教
育
は
高
弟
達
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
で

あ
ろ
う
。
そ
の
教
授
陣
の
一
人
に
逸
記
が
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
な
い
が
、
こ
の
点

も
確
証
を
得
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨

き
よ
う
う

書
屋
所
蔵

『

薇
銜
考
一
巻
七
種
若
菜
辨
証
一
巻』

一
冊

(

杏
六
○
九
八
。
熊
谷
慎
憲
著

『

薇
銜
考』

と
松
岡
恕
庵
著

『

七
種
若
菜
辨
証』

と
の

合
冊)

は
、
明
和
中

(

一
七
六
四
〜
一
七
七
二)

の
逸
記

(

山
本
良
克)

の
書
写
本
で

あ
る

(

６)

。
ま
た
、
架
蔵

『

神
農
像』

は
、
山
口
素
絢
の
描
く
対
幅

(

掛
軸)

で
、
彼
は
こ

れ
に
讃
を
書
き
、｢

享
和
癸
亥

(

三
年)

春
日
／
山
本
良
克
謹
書｣

と
署
名
し
て
い
る

(

７)

。
神
農
は
、

中
国
古
代
神
話
に
見
え
る
農
業
神
で
、
農
耕
や
交
易
を
教
え
、
後
に
先
農
と
祭
ら
れ
た
。

漢
代
以
後
に
は
本
草
医
学
の
神
と
さ
れ

(

白
川
静
説)

、
幕
府
の
雑
司
ヶ
谷
薬
苑

(

寛

永
一
七
年)

、
湯
島
聖
堂

(

綱
吉
創
設)

の
神
農
廟
、
幕
府
の
医
学
館

(

家
斉
時
代
に

官
立)

な
ど
に
は
そ
の
刻
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
良
克
の
享
和
三
年
春
日
と
は
、
松

江
藩
に
出
仕
す
る
直
前
で
あ
る
。
こ
れ
は

｢

御
国｣

に
携
行
さ
れ
、
そ
の
医
学
館
に
掲

げ
ら
れ
、
後
に
は
存
済
舘
の

｢

神
農
像
ノ
大
軸｣

の
手
本
と
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

二
代
目
安
良

あ
ん
り
よ
う
の
生
国
は
山
城
と
い
い
、
名
号
を
館
氏
と
も
い
う
。
名
を
良
阜
、
字
を

景
岐
、
号
を
安
良
、�
寮

あ
ん
り
よ
う
と
い
う
。
京
都
の
荻お
ぎ

野
元
凱

の
げ
ん
が
い

(

生
歿
、
元
文
二
年
〈
一
七
三

七
〉
〜
文
化
三
年
〈
一
八
○
六
〉)

に
学
ん
だ
と
い
う

(

８)

。
出
雲
に
戻
り
、
文
政
四
年
父

の
遺
跡

(

一
五
人
扶
持)

を
下
さ
れ

｢

御
医
師
並｣

、
逸
記
に
同
じ
く

｢

医
学
教
授｣

を
仰
せ
付
け
、
往
々
御
用
立
・
家
業
出
精
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
天
保
の
大
飢
饉
の
後
、

天
保
九
年

(

一
八
三
八)

一
二
月
、
仰
せ
を
受
け
て
百
姓
の
食
延
の
た
め
、
山
海
産
物

を
撰
述
し
、
御
褒
美
二
〇
〇
疋
を
賜
わ
っ
た
。
同
一
二
年
一
○
月
医
学
館
教
戒
を
仰
せ

付
け
ら
れ
、
毎
年
銀
七
枚
を
下
さ
れ
る
。
弘
化
三
年

(

一
八
四
六)

正
月
八
日
、
出
雲

に
て
乱
心
自
滅
し
た
。｢

医
学
館｣

と
は
、
右
の

｢

存
済
舘

(

館)｣

に
相
当
す
る

(

９)

。

斯
辞
書
刊
行
会
著
作
兼
発
行
者

『

新版

大
日
本
人
名
辞
書』

、
下
巻

(

大
正
一
五
年
六
月)

で
は
、｢

山
本�
寮｣

を
見
出
語
と
し
、｢

最
も
本
草
に
精
は
し
。
蒹
葭
堂
の
深
く
推
服

す
る
所
と
な
り
、
常
に
質
疑
を
受
く
。
嘉
永
年
間
歿
す
。
著
は
す
所
出
雲
風
土
記
、
物

�
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�

産
考
あ
り
。
ま
た
詩
を
善
く
す
。(

出
雲
詩
綜)｣

と
あ
る

(

二
七
七
三
頁)

。
蒹
葭
け
ん
か

堂ど
う

と
は
、
本
草
学
・
博
物
学
、
ま
た
、
詩
文
・
書
画
等
を
た
し
な
む
文
雅
の
人
で
大
蔵
書

家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
大
坂
の
木
村
蒹
葭
堂

(

名
弘
恭
、
字
世
粛
、
号
巽
斎
と
も)

の

こ
と
で
あ
る
。
混
沌
社
の
一
人
で
、
生
歿
は
元
文
元
年
〜
享
和
二
年
正
月
二
五
日
。
享

年
六
七
歳
。
安
良
の
著
書
に
は
、『�
寮
先
生
百
絶
句』

一
巻

(

良
阜
詠
・
良
臣
編)

、

ま
た
、『
出
雲
風
土
記
物
産
解』

・『

久
末
廼
布
美』

二
巻
・
一
冊

(

天
保
一
○
年
自
筆

稿
本
、
動
物
書)

・『

内
経
抄
略
校』

・『

麻
由
美
乃
事
書』

(

天
保
一
○
年
、
本
草
書)

な
ど
が
あ
り
、
前
掲

『

多
加
能
布
美

漢
訳
鷹
書』

も
そ
の
一
つ
で
あ
る�
。

三
代
目
山
本
良
臣

よ
し
た
み(
名
号
を
館
氏
と
も)

は
、
通
称
泰
淵
、
名
を
安
暢
、
諄
大
と
も

い
い
、
字
を
徴
聖
、
号
を
簡
斎
、
青
浦
、
氷
川
と
い
う
。
家
業
格
別
出
精
致
し
、
相
弟

子
の
世
話
も
よ
く
す
る
の
で
、
天
保
一
二
年

(

一
八
四
一)

一
○
月
一
四
日
藩
侯

(

松

平
斉
貴)

か
ら
御
褒
美
二
○
○
疋
が
下
さ
れ
、
ま
た
、
同
一
四
年
本
草
学
・
医
学
共
に

出
精
し
、
身
持
等
も
宜
し
い
と
御
聴
聞
さ
れ
、
御
褒
美
に
銀
一
枚
が
下
さ
れ
た
。
こ
の

旨
は
、
京
都
で
医
学
修
行
中
の
泰
淵
の
も
と
へ
仰
せ
渡
さ
れ
た
。

『

列
士
録』

に
は

｢

京
都｣

と
の
み
あ
る
が
、
こ
の
時
期

(

天
保
一
三
年
頃
か
ら
同

一
五
年
春
か)

、
泰
淵
は
、
京
都
の
山
本
亡
羊
ぼ
う
よ
う

(
生
歿
は
、
安
永
七
年
〈
一
七
七
八
〉

六
月
一
六
日
〜
安
政
六
年
〈
一
八
五
九
〉
一
一
月
二
七
日
。
享
年
八
二
歳)

の
門
に
学

ん
で
い
た�
。
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
蔵

『

蘭
山
翁
採
薬
記』

(

杏
一
二
一
八)

の
巻
頭
に
館
良
臣
の
識
語
が
あ
り
、
こ
こ
に

｢

此
冊
蓋
蘭
山
小
野
翁
嘗
蒙
台
命
採
薬
乎

(

中
略)

時
天
保
壬
寅
之
初
秋
京
師
客
寓
雲
藩
簡
斎
館
良
臣
誌｣
と
あ
る�
。
彼
は
、
天

保
一
三
年
七
月
山
本
邸
読
書
室
で
本
書
を
書
写
し
た
と
知
ら
れ
る
。
こ
の
頃
、『

天
保

十
四
年
歳
癸
卯
五
月
念

(

廿)

一
日
読
書
室
物
産
会
品
物』

一
巻

(

良
臣
著
、
雲
藩
茶
梅
園
写

本)

の
著
が
あ
り
、『

救
荒
野
譜
筆
講』

一
巻
・『

詩
経
名
物
辨
解
釈
義』

一
巻
・

『
爾

雅
釈
義』

一
巻
・『

秘
伝
花
鏡
釈
義』

二
巻
二
冊

(

天
保
一
三
年)

・『

大
和
本
草
釈
義

不
分
巻』

一
帙
四
冊
な
ど
は
亡
羊
の
講
述
の
筆
録
で
あ
り
、『

救
荒
本
草
記
聞』

二
巻

(

亡
羊
口
授
・
そ
の
子
息
篤
慶
筆
録)

の
写
本
も
残
さ
れ
て
い
る
。
同
一
五
年
四
月
一

八
日
、
在
京
中
に
自
作
し
た

｢

本
草
学
ニ

相
懸
書
籍
類
四
拾
九
巻｣

を

(

藩
侯
に)

献

上
し
た
い
と
申
し
出
、
受
納
す
る
と
の
仰
せ
を
賜
わ
っ
た
。
弘
化
三
年
三
月
一
六
日
、

御
憐
憫
を
も
っ
て
父
の
遺
跡
を
相
続
さ
せ
、
一
○
人
扶
持
を
下
し
、｢

御
医
師
並｣

、
家

業
等
の
出
精
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。
同
三
月
二
三
日
に
医
学
館
、
并
せ
て
医
書
御
文
庫

を
預
け
ら
れ
、
同
四
年
医
学
教
戒
、
嘉
永
三
年
一
五
人
扶
持
、
同
六
年
三
月
二
九
日

｢

医
学
教
授｣

出
精
す
る
に
つ
き
、｢

御
医
師｣

を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。
安
政
二
年
の

『

御
給
帳』

に
は
、｢

側
医
格｣

の
下
の

｢

医
師｣

の
内
に

｢

一
、
壱
五
人
扶
持

外
銀

七
枚｣

と
し
て
山
本
泰
渕
の
名
が
見
え
る
。、
同
三
年
一
二
月
二
二
日
に
は

｢

御
隠
居

様｣
(

瑤
光
翁)

の
思
し
召
し
を
も
っ
て
天
助
も
と
お
し

御
紋
御
羽
織
一
が
下
さ
れ
た
。
同
四
年

二
○
人
扶
持
に
復
し
た
。
同
六
年
三
月
江
戸
勤
番
を
命
じ
ら
れ

(

四
月
参
着
、
文
久
元

年
三
月
帰)

、
同
一
一
月
四
日

｢

御
隠
居
様
御
側
医
格｣

を
仰
せ
付
け
ら
れ
る

(

文
久

三
年
六
月
二
六
日
御
免)

。
安
政
六
年
一
一
月
四
日
御
隠
居
様
御
手
ず
か
ら
葵
御
紋
附

羽
織
一
を
下
さ
れ
る
。
文
久
元
年
九
月
か
ら
同
三
年
五
月
ま
で
江
戸
勤
番
、
森
林
御
殿

に
出
仕
す
る
。
慶
応
元
年

(

一
八
六
五)

八
月
二
日

(

医
学
教
授)

表
医
師
上
座
に
付

け
、
毎
歳
銀
三
枚
増
下
さ
れ
る
。
同
八
月
一
六
日
先
に
嫡
子

(

泰
粛)

病
死
に
つ
き
、

森
山
文
忠
二
男
を
養
子
と
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
同
四
年
三
月
一
五
日
、
ま
た
、
同

年
八
月
八
日
献
金
を
許
さ
れ
る
。(

以
下
、
記
載
な
し
。
明
治
六
年
一
○
月
五
日
歿
。)

良
臣

(

泰
淵)

に
は
、
雲
州
各
地
の
採
薬
を
行
っ
た
折
の

『

採
薬
記
事』

一
冊
の
自

筆
稿
本
が
あ
る�
。
帰
松
し
た
天
保
一
五
年(

弘
化
元
年
、
一
八
四
四)

の
四
月
一
五
日
・

同
念

(

廿)

一
日
・
念

(

廿)

八
日
・
五
月
初
九
日
・
同
一
三
日
・
六
月
初
五
日
・
同
一
八
日
、
医
員
・

子
弟
・
塾
生
・
市
医
・
知
友
・
下
僕
な
ど
を
伴
い
、
ま
た
、
時
に
父�
寮

(

安
良)

に

陪
従
し
て
行
っ
た
採
薬
記
録

(

及
び
、
詠
詩)

で
あ
る
。
同
行
者
の
氏
名
、
採
取
地
、

薬
草
名
な
ど
は
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
奥
に
、｢

雲
州
松
江
医
学
館
教
授
／

山

本
安
暢
識
／
改
諄
大
名
良
臣
号
氷
川｣

と
あ
る
。
良
臣
に
は
、
本
草
関
係
の
著
作
に

『

古
今
蘭
草
辨
誤
一
巻
和
漢
蘭
品
一
巻』

一
冊

(

弘
化
二
年)

・『

草
学
漫
抄』

一
巻
・

『

物
産
書
籍
品
目
叢
覧』

三
巻

(

安
政
二
年)

、
そ
の
他
が
あ
り�
、
前
掲

『

鷹
書
集
遺』

や

『

鷹
百
句
賤
註』

の
よ
う
な
鷹
書
も
あ
る
。『

放
鷹』

に
は
、｢

漢
詩
に
お
け
る
鷹｣

と
し
て
良
臣
の
七
言
絶
句
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

(

二
一
一
頁)

。

【
２
】
田
村
寧
我

(

令
終)

｢
令
終｣

と
は
、
松
江
藩
の
儒
学
者
田
村
寧
我(

ね
い
が)

の
諱
で
あ
る�
。

○

『
放
鷹
詩
愚
解』

令
終

写

(

松
平)

1/159/354
(『

目
録』

、798)
文
部
省
総
務
局
編

『

日
本
教
育
史
資
料』

(

明
治
二
四
年
五
月
出
版)

の
第
九
冊

(

昭
和
四
五
年
五
月
の
臨
川

書
店
の
複
製
で
は
第
五
冊)

の

｢

巻
十
二

学
士
小
伝｣

の

｢

旧
松
江
藩｣

の
条
に
、
田
村

寧
我
歿
し
て
三
年
目
、
嘉
永
六
年
六
月
門
人
妹
尾
謙
撰
文
に
よ
る
一
文
を
収
め
る
。
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田
村
寧
我

(

生
歿
、
明
和
七
年
〈
一
七
七
○
〉
〜
嘉
永
四
年
〈
一
八
五
一
〉
七
月
一

日
。
享
年
八
二
歳)

は
、
字
を
子
朗
、
号
を
寧
我
、
通
称
を
弥
一
兵
衛
と
い
う
。
水
谷

基
命

(

維
明)

の
四
男
で
田
村
光
武
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
。
長
じ
て
桃
白
鹿
に

も
も
は
く
ろ
く�
学
び
、

経
史
に
通
じ
、
詞
芸
を
得
意
と
し
、
書
を
よ
く
し
た
。
同
門
園
山
酉
山

(

後
に
宇
佐
美

�
水
門
人)

と
馬
融
、
及
び
、
鄭
玄
の
古
註
を
研
鑽
し
、
古
学
派
の
道
を
歩
ん
だ
。
も
っ

と
も
三
礼
論
語
に
精
通
し
、
学
な
り
多
く
の
門
弟
を
育
成
し
た
と
い
い
、
そ
の
中
に
桃

節
山
・
妹
尾
精
斎
・
河
野
天
鱗
等
が
い
る
。
天
保
一
二
年

(

一
八
四
一)

致
仕
し
て
家

屋
を
賜
わ
っ
た
。
著
作
に

『

寧
我
詩
文
集』

『

寧
我
先
生
三
体
帖』

な
ど
が
あ
る�
。

三
、
絵
師

【
１
】
飯
島
助
九
郎

｢

飯
島
助
九
郎｣

は
、
松
江
藩
の
絵
師
で
あ
る
。
か
つ
て
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、

絵
師
は
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。
芸
術
部
門
は
も
と
よ
り
の
こ
と
だ
が
、
文
字
や
音
声

で
は
で
き
な
い
、
図
形
や
色
彩
に
よ
る
事
象
の
記
録
が
可
能
で
あ
っ
た
。

飯
島
助
九
郎
に
つ
き
、『

放
鷹』

に
次
の
よ
う
な
一
条
が
あ
る

(

こ
の
よ
う
な
大
緒

繋
形
に
関
す
る
写
本
は
、
書
目

(
『

目
録』

と
合

致
し
に
く
い

)

・
冊
数
・
所
在
等
が
は
っ
き
り
し
な

い
。
東
京
国
立
博
物
館
に
別
置
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
以
下
、
同

様)

。

｢

○
水
戸
黄
門
光
國

(

マ
マ)

君
御
画
架
鷹
大
緒
繋
形

一

万
延
元

(

一
八
六
○)

年
九
月
大
竹
伊
兵
衛
差
出
の
一
雛
形
。
一

松
林
堂
好
之
助
所
持
二
枚
折
架
鷹
之
絵
大
緒
繋
形
。
一

万
延
元
年
飯
島
助
九
郎
よ
り
差
出
。
一

以
上
鷹
画
に
見
え
た
る
繋
形
を
紙
捻
に
て
作
り
た
る
も
の
。
松
江
侯
松
平
斉
斎
の

制
せ
る
も
の
。｣

(

五
九
一
頁)

｢

架
鷹｣

と
は
、
大
緒
お
お
お

で
架ほ
こ

に
繋
い
だ
鷹
の

(

絵
の)

こ
と
。
大
緒
の
結
び
方
、
色

な
ど
に
は
法
式
が
あ
る
。｢

大
竹
伊
兵
衛｣

と
は
、
大
竹
昌
言

(

白
鷂
軒)

の
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。
昌
言
は
、
公
儀
御
鷹
部
屋
雑
司
ヶ
谷
組
の
鷹
匠
同
心
で
あ
っ
た
。

ま
た
、『

放
鷹』

に
は
、
次
の
一
条
も
見
え
る
。

｢

○
仙
台
塒
場
附

一

金
華
山
鮎
川
浜
鷹
捉
和
泉
屋
善
八
所
持
の
を
飯
島
助
九
郎
よ
り
差
出
せ
る
も
の
。

郡
村
毎
に
挙
ぐ
。
そ
の
数
八
百
に
及
ぶ
。｣

(

五
三
八
頁)

陸
奥
金
華
山
鮎
川
浜

(

今
の
宮
城
県
石
巻
市
鮎
川
浜)

は
鷹
の
名
産
地
で
あ
っ
た
。

｢

鷹
捉
た
か
と
り

和
泉
屋
善
八｣

は
、
そ
こ
に
拠
を
置
き
、
幼
鷹
を
捕
獲
し
て
納
め
る
業
者
で
あ

ろ
う
。
そ
の
一
帯
の
塒
場

と
や
ば

(

鷹
の
ね
ぐ
ら
、
鷹
巣)

の
調
査
書
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
て
、
飯
島
助
九
郎
の
名
は
、
松
江
藩
の
安
政
二
年

(

一
八
五
五)

度

『

御
給
帳』

の

｢

勘
定
方
目
見
不
仕
者｣

の
条
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る

(

一
六
六
頁)

。

一
、
米
六
石
壱
斗
七
升
／
弐
人
半
扶
持

絵
師
細
工
所
用
掛
リ

飯
島
助
九
郎

一
五
年
後
の
明
治
三
年

(

一
八
七
○)

度
の

『

御
給
帳』

に
は
彼
の
名
は
見
え
な
い
。

理
由
は
分
か
ら
な
い
が
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
へ
の
騒
擾
期
を
経
て
い
る
。
転
出
、
引

退
、
あ
る
い
は
、
隠
居
と
い
っ
た
事
情
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
天
保
・
弘
化
の
頃
、
鷹
画
に
秀
で
た

｢

飯
嶋
忠
五
郎
良
重｣

と
い
う
人
物
が

い
た
。
紀
州
の
御
鷹
部
屋
の
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
右
と
の
関
係
は
未
詳
で
あ
る
。

【
２
】
西
山
其
太
、
西
山
養
之

｢

西
山
其
太｣

は
、
松
江
藩
の
絵
師
で
、
関
連
す
る
図
絵

(

写
本)

に
次
が
あ
る
。

○

『

絛
繋
図』

弘
化
二
年

(

一
八
四
五)

写
／
西
山
其
太

(

松
平)

1/B
7/214

(『

目
録』

、780)

○

『

大
緒
繋
形
図』

西
山
其
太

弘
化
二
年
写

(

松
平)

1/B
7/212(『

目
録』

、781)

○

『

大
緒
繋
形
図』

西
山
其
太

弘
化
二
年
写

(

松
平)

1/B
7/213(『

目
録』

、781)

○

『

屏風
十
二
架
之
絵』

弘
化
二
年
写
／
西
山
其
太(

松
平)

1/B
7/215(『

目
録』

、784)

○

『

白
鷹
之
図』

野
秋
助
右
衛
門
原
画

弘
化
三
年
写
／
西
山
其
太

(

松
平)

1/B
7/

264
(『

目
録』

、785)

野
秋
助
右
衛
門
は
、
雑
司
ヶ
谷
御
鷹
匠
同
心
で
、
画
名
を
栄
秋
と
い
う

(

別
稿)

。

○『

鷂
之
図』

中
村
新
十
郎
原
画

弘
化
三
年
写
／
西
山
其
太

(

松
平)

1/B
7/

269
(『

目
録』

、797)

一
点
目
の

『

絛
繋
図』

、
弘
化
二
年
写
本
に
つ
き
、
書
陵
部
に
は

『

絛
之
図』

(

天
保

七
年
写
、
一
冊
、B

7/220)

が
、
ま
た
、
二
、
三
点
目
の

『

大
緒
繋
形
図』

に
つ
き
、

同
じ
く

『
大
緒
繋
形
絵
図』

(

嘉
永
六
年
〈
一
八
五
三
〉
写
、
神
庭
儀
蔵
、
一
冊
、

163/1210)
が
、
四
点
目
の

『

屏風
十
二
架
之
絵』

、
弘
化
二
写
本
に
つ
き
、
同
じ
く

『

十
二
架
之
図』

(
安
政
二
〈
一
八
五
五
〉
写
、
寺
田
城
八
等
、
一
冊
、163/1224)

が
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あ
る
。
や
は
り
、
松
平
家
旧
蔵
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
関
わ
り
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
。

『

放
鷹』

に
よ
れ
ば
、｢

○
御
鷹
画
之
内
大
緒
繋
形
集

一

(

冊)｣

に
は
、｢

同
上

(
紀
州
殿
鷹
匠)

朴
斎
画
天
保
七
年
西
山
其
太
写
の
画
の
内｣

、｢

天
保
六
年
秋
阿
州
侯

深
川
下
屋
敷
に
て
移
若
鷹
中
山
鍮
次
生
写
西
山
其
太
写
の
画
の
内｣

、｢

朴
斎
筆
天
保
七

年
十
二
月
西
山
其
太
写
の
画
の
内｣

な
ど
、
西
山
其
太
の
写
し
た
大
緒
繋
形
が
あ
り

(

五
○
一
頁)
、
ま
た
、｢

○
中
山
栄
次
郎
据
前
岩
木
川
御
鷹
之
図

一

(

冊)｣

に
も
、

｢

紀
州
殿
鷹
匠
朴
斎
筆
天
保
七
年
十
一
月
西
山
其
太
写｣

、
そ
の
他
の
大
緒
繋
形
を
収
め

る

(

同
書
、
五
九
六
頁)

。
中
山
栄
次
郎
は
、
安
政
三
年

(

一
八
五
六)

か
ら
文
久
三

年

(

一
八
六
三)

に
公
儀
御
鷹
匠
見
習
・
御
鷹
匠
を
勤
め
た
人
物
で
あ
り

(

安
政
四
年

に
善
大
夫
と
改
称
す
る)

、
そ
の
父
は
、
公
儀
の
御
鷹
匠
同
心
か
ら
御
鷹
匠

(

嘉
永
四

年
〜
安
政
二
年)

に
な
っ
た
中
山
善
大
夫
で
あ
る
。

右

『

絛
繋
図』

以
下
、
い
ず
れ
も
鷹
術
の
作
法
・
故
事
に
関
わ
る
図
絵
集
で
あ
る
。

藩
侯

(

斉
貴)

の
指
示
に
よ
る
複
写
と
見
ら
れ
る
。
斉
貴
は
、
鷹
書
を
収
集
す
る
だ
け

で
な
く
、
絵
図
な
ど
の
複
製
作
業
も
意
図
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『

屏風

十
二
架
之
絵』

『

白
鷹
之
図』

『

鷂
之
図』

な
ど
に
は
芸
術
的
な
価
値
も
多
分
に
認
め
ら
れ
る
。

さ
て
、
西
山
其
太
に
つ
き
、
安
政
二
年
度

『

御
給
帳』
で
は

｢

切
米
帳｣

の

｢

徒か
ち｣

の
部
に
次
の
よ
う
に
見
え
る

(

一
三
九
頁)

。
切
米
き
り
ま
い

は
、
下
級
の
家
臣
等
に
支
給
さ
れ

る
扶
持
米
を
い
う

(

禄
は
士
分
に
、
切
米
は
徒
以
下
に
い
う)
。

一
、
米
壱
参
石
／

四
人
扶
持

絵
師
並
細
工
所
軍
用
方
掛
リ

西
山
甚

(

マ
マ)

太

｢

甚｣

と
あ
る
が
、
こ
れ
は

｢

其｣

字
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。
西
山
其
太
の
事
跡
か
ら

す
れ
ば
、『

御
給
帳』

に
見
え
な
い
は
ず
は
な
い
。
明
治
三
年
度

『

御
給
帳』
で
は
、

｢

準
士
族
役
組｣

の
部
に

｢

絵
師

西
山
其、
太｣

と
し
て
見
え
て
い
る

(

二
五
六
頁)

。

次
に
、｢

西
山
養
之｣

に
関
す
る
書
写
本
は
次
で
あ
る
。

○

『

黄
鷂
之
図』

片
山
賢
原
画

天
保
一
三
年
写
／
西
山
養
之(

松
平)

1/B
7/262

(『

目
録』

、783)

後
の
表
紙

(

濃
紺)

の
題
簽
に

｢

黄
鷂
之
図｣

と
あ
る
。
天
保
一
三
年

(

一
八
四
二)

に
西
山
養
之
が
架
鷹
一
幅

(

原
画)

を
写
し
た
複
製
本
一
巻
で
あ
る

(

横
四
○
・
○
セ

ン
チ
㍍
、
縦
一
○
○
・
二
セ
ン
チ
㍍)

。
原
画
は
片
山
賢
の
筆
に
な
り
、
寸
法
は
縦
八

七
・
七
セ
ン
チ
㍍
、
横
三
二
・
二
セ
ン
チ
㍍
。
黄
鷂
を
架
に
据
え
、
左
背
後
か
ら
描
く

(

大
緒
は
赤)

。
複
製
本
の
三
箇
所
に
次
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
。

ａ

(

原
画
の
上
部)

:
｢

文
化
十
三
年
丙
子
之
冬
／
十
一
月
十
三
日
大
竹
長
好
／
奉

／
宣
命
捕
之
於
東
武
／
稲
附
野
衆

(

？)

挙
為
奇
焉
／
応
長
好
男
昌
言
之
需
／
写
其
真

／

片
山
賢
□
□

(

陰
刻
・
陽
刻

二
顆
を
模
写
。)｣

ｂ

(

原
画
の
左
下
外)

:
｢

黄
鷂
ノ

図
〈
天
保
十
三
寅
初
夏
／
下
旬
森
正
幸
方
ヨ
リ
／

西
山
養
之
摸
写
〉｣

(

〈

〉
内
は
細
字
三
行)

ｃ

(

料
紙
を
横
に
寝
か
せ
た
形
の
右
端)

:
｢

一
文
化
十
三
年
子
年
江
戸
近
在
ニ

而

移
／

一
○
印
与

(

と

)

同
シ

鷂
画
人
違
由
画
ハ
雑
司
ヶ
谷
御
鷹
匠
同
心
片
山
勇
八
認
候

由
／
一
若
之
節
之
由
／

一
仕
込
ハ
沼
尻
又
三
郎
之
由
／
右
四
ヶ
条
嘉
永
七
寅
年

十
月
廿
五
日
仕
出
シ

十
一
月
六
日
到
着
森
覚
之
丞
ヨ
リ

申
越｣

｢

稲
附
い
な
づ
け｣

は
、
武
蔵
国
豊
島
郡
に
あ
っ
た
稲
附
村
、
鷹
の
名
産
地

(

今
の
東
京
都
北

区
赤
羽
西
辺
り)

。
片
山
勇
八

(

賢
さ
か
し)

は
、
こ
の
絵
を
描
い
て

｢(

こ
の
黄
鷂
は)

文
化

一
三
年

(

一
八
一
六)

一
一
月
一
三
日
、
大
竹
長
好
が
仰
せ
に
よ
り
東
武
稲
附
野
に
て

捕
ら
え
た
、
衆
あ
げ
て
素
晴
ら
し
い
と
歎
美
し
た
、
長
好
の
息
昌
言
の
求
め
に
よ
り
、

そ
の
真
を
写
す｣

と
記
し
て
い
る
。
勇
八
は
、
森
覚
之
丞
正
幸

(

別
稿)

に
同
様
、
雑

司
ヶ
谷
組
所
属
の
鷹
匠
同
心
で
あ
る
。
放
鷹
文
化
史
上
、
重
要
な
人
物
で
、
絵
画
、
俳

句
、
狂
歌
、
随
筆
、
書
な
ど
に
も
長
け
て
い
た
。
寛
政
八
年

(

一
七
九
六)

六
月
九
日

生
ま
れ
、
嘉
永
六
年

(

一
八
五
三)

八
月
一
六
日
卒
、
享
年
五
八
歳

(

別
稿)

。

｢

大
竹
長
好
・
昌
言｣

父
子
は
、
片
山
勇
八
・
森
正
幸
に
同
様
、
公
儀
御
鷹
部
屋
雑

司
ヶ
谷
組
所
属
の
鷹
匠
同
心
で
あ
っ
た
ら
し
い
。｢

沼
尻
又
三
郎｣

は
、
勇
八
の
親
し

い
同
僚
で
、
そ
の

『

文
政
十
一
年
随
筆
日
記』

に
よ
く
見
え
て
い
る
。｢

仕
込
し
こ
み｣

と
は
、

新
鷹
を
調
教

(

喰
い
付
か
せ
、
詰
め
、
夜
据
以
下)

す
る
こ
と
。

養
之
に
関
し
、『

放
鷹』

に
よ
れ
ば
、『

御
鷹
画
之
内
大
緒
繋
形
集』

一
冊
に
は

｢

紀

州
殿
鷹
匠
朴
斎
筆
養
之
写
之
御
画
の
内｣

か
ら
集
め
ら
れ
た
大
緒
繋
形
も
あ
る
と
さ
れ

る
(

五
○
一
頁)

。
片
山
勇
八
の
原
画
を
写
し
た

｢

西
山
養
之｣

と
は
、
右
に
同
じ
く

其
太
そ
の
人
の
別
名
か
画
名
か
、
ま
た
は
、
そ
の
近
縁
の
者
か
で
あ
ろ
う
。

【
３
】
神
庭
儀
蔵

｢

神
庭
儀
蔵｣

は
、
松
江
藩
の
絵
師
で
、
大
緒
の
繋
形
に
関
す
る
絵
図
を
写
し
た
。

○

『

大
緒
繋
形
絵
図』

嘉
永
六
年

(

一
八
五
三)

写
／
神
庭
儀
蔵

(

松
平1/163/

1210
(『

目
録』
、781)
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『

放
鷹』

に
は
、｢

○
御
鷹
画
之
内
大
緒
繋
形
集

一

(

冊)｣

に

｢

飛
騨
高
山
の
巣

鷹
天
保
十
四
年
七
月
神
庭
儀
蔵
写
の
画
の
内｣

、
そ
の
他
の
大
緒
繋
形
が
収
め
ら
れ

(

五
○
一
頁)

、｢

中
山
栄
次
郎
据
前
岩
木
川
御
鷹
之
図

一

(

冊)｣

に
も

｢

天
保
十
五

年
七
月
神
庭
儀
蔵
写｣

、
そ
の
他
の
大
緒
繋
形
を
収
め
る
と
あ
る

(

同
書
、
五
九
六
頁)

。

更
に
、｢

○
同

上

一

(

冊)｣

に
つ
き
、｢

安
政
四
年
秋
神
庭
儀
蔵
よ
り
差
出
候

分
。
六
枚
の
内
二
枚
繋
四
枚
虫
入
に
つ
き
繋
形
不
相
分
と
あ
り
。｣

(

同
書
、
六
○
三
頁)

と
あ
る
。｢
同
上｣

と
は
、
直
前
の

｢

橋
本
仙
渓
筆
架
台
鷹
画
捲
二
枚
繋
方
写

一

(

冊)

｣

を
承
け
る
も
の
で
、
こ
れ
は
、｢

安
政
四
年
江
戸
表
よ
り
五
月
二
十
日
仕
舞
御
荷
物

便
陶
山
重
太
よ
り
運
送
云
々
と
あ
り
。(

中
略)

松
江
侯
の
制
せ
ら
れ
た
る
も
の
。
仙

渓
は
越
前
敦
賀
の
人
。
小
浜
の
酒
井
侯
の
画
師
。｣

(

同
書
、
六
○
三
頁)

と
解
説
さ
れ

て
い
る

(｢

陶
山
重
太｣

は
後
述
、｢

橋
本
仙
渓｣

は
別
稿)

。

安
政
二
年
度

『

御
給
帳』

に
は
、｢

細
工
方｣

に
次
の
よ
う
に
見
え
る

(

一
九
七
頁)

。

一
、
米
壱
五
俵
納
／

弐
人
扶
持

絵
師

神
庭
儀
蔵

右
の
神
庭
儀
蔵
の
筆
写
本
の
他
、
書
陵
部
に
は
、
西
山
其
太
筆
写
の

『

大
緒
繋
形
図』

(

弘
化
二
写
、1/B

7/212)

、
同

『

大
緒
繋
形
図』
(

弘
化
二
写
、1/B

7/213)

、
ま
た
、

森
正
幸
の
手
に
な
る

『

大
緒
繋
形
集』

(

模
型
、37/163/1402)

、
そ
の
他
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
み
な
松
江
藩
松
平
家
の
蔵
書
で
あ
っ
た
。
斉
貴

(

斉
斎)

は
、

天
保
一
四
、
五
年
か
ら
弘
化
、
嘉
永
、
安
政
四
、
五
年
に
か
け
、
諸
所
か
ら
大
緒
繋
形

図
を
集
め
、
ま
た
、
森
正
幸
な
ど
の
示
教
を
も
と
に
絵
師
を
使
っ
て
複
製
本
制
作
を
行
っ

た
ら
し
い
。
大
緒
繋
形
は
、
当
時
の
文
化
儀
礼
に
関
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
架
鷹

(

鷹

画)

の
研
究
に
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
参
考
資
料
で
あ
る
。

【
４
】
陶
山
雅
純

｢

陶
山
雅
純｣

は
、
絵
師
で
あ
り
、
関
係
す
る
写
本

(

図
絵
集)

に
次
が
あ
る
。

○

『

鷹
請
取
渡
並
ニ

同
輩
之
人
用
見
セ
様
見
様
之
図』

森
正
幸
／
陶
山
雅
純
画

安
政
三
年

(

一
八
五
六)

自
筆

(

松
平)

1/B
7/196

(『

目
録』

、786)

｢

陶
山
雅
純｣

と
は
、
森
正
幸

(

雑
司
ヶ
谷
組
御
鷹
匠
同
心)

と
同
世
代
の
人
ら
し

い
が
、
そ
の
同
僚
か
周
辺
人
物
か
、
あ
る
い
は
松
江
藩
関
係
者
か
、
ま
た
、
絵
師
で
あ
っ

た
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
次
の

｢

陶
山
重
太｣

と
の
関
係
も
問
わ
れ
る
。｢

雅
純｣

と
は
、
絵
師
な
ら
ば
画
号
で
あ
ろ
う
か
。

【
５
】
陶
山
重
太

(

勝
寂)

｢

陶
山
重
太｣

は
、
松
江
藩
の
江
戸
絵
師
で
あ
り
、
後
に

｢

勝
寂｣

と
改
号
す
る
。

○

『

児
隼
之
図』

陶
山
重
太

自
筆

(

松
平)

1/B
7/243

(『

目
録』

、782)

○

『

船
鴨
羽
合
て
ん
満
船
に
た
り
船
之
図』

陶
山
重
太

写

(

松
平)

1/B
7/161

(『

目
録』

、798)

『

放
鷹』

に
、｢

森
覚
之
丞
の
差
図
に
よ
り
陶
山
重
太
の
認
め
た
る
も
の
。
図
面
に

一
つ
一
つ
寸
尺
を
記
す
。
て
ん
ま
の
全
長
三
丈
七
尺
一
寸
。
荷
足
は
二
丈
八
尺
八
寸
と

定
め
た
り
。｣

と
あ
る

(

六
○
七
頁)

。｢

羽
合｣

は
、
鷹
を
鴨
に
合
わ
せ
る
、
向
か
わ

せ
る
こ
と
。
伝
馬

て
ん
ま

船
や
荷
足
船

に
た
り
ぶ
ね

は
、
湖
沼
や
鷹
堀

(

引
堀)

な
ど
で
用
い
る
。

○

『

緤
ニ
而

犬
請
取
渡
之
図』

中
田
英
太
郎

安
政
五
年
写
／
陶
山
重
太

(

松
平)

1/B
7/260

(『

目
録』

、782)

○

『

仕
込
鷹
之
図』

森
正
幸
校

写

(

松
平)

1/B
7/248

(『

目
録』

、784)

料
紙
を
横
に
用
い

(

縦
寸
四
○
・
一
セ
ン
チ
㍍)

、
絵
巻
物
風
に
仕
立
て
る
。
彩
色
、

漢
字
・
平
仮
名
文
で
、
朱
筆
書
込
も
多
い
。『

放
鷹』

に
、｢

辰
四
月
五
日
出
二
ツ
刻
に
、

覚
之
丞
へ
遣
候
控
と
あ
り
。
一
番
よ
り
七
番
ま
で
餌
の
与
へ
や
う
の
図
を
出
し
、
名
称

の
唱
方
そ
の
作
法
の
可
否
に
つ
き
意
見
を
叩
き
、
尚
委
細
は
重
太
に
て
も
聞
か
せ
下
さ

れ
な
ど
書
入
れ
た
る
と
こ
ろ
あ
り
。
数
人
の
臣
下
に
立
案
を
命
じ
ら
れ
森
覚
之
丞
へ
送

り
て
意
見
を
徴
し
た
る
も
の
。｣

(

五
二
六
頁)

云
々
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。｢

辰｣

と

は
、
安
政
三
年
丙
辰
の
暦
で
あ
ろ
う
。
立
案
を
命
じ
、
正
幸
に
意
見
を
徴
し
た
の
は
隠

居
し
た
斉
貴

(

斉
斎)

で
あ
り
、｢

重
太｣

と
は
、
こ
の
陶
山
重
太
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

意
向
に
添
う
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、｢

其
所
ハ
重
太
な
り
と
も
被
仰
付
、
何
／

番
目
と
申
渡
御
認
被

(

し
た
た
め)

下
何�
絵

�
番
目

図
之
間
江

切
継
被
下
可｣

云
々
と
見
え
る
。

○『

鷹
図
並
架
之
事』

写

(

松
岡)

一

二
○
七

一
三
八(『

目
録』

、793)

旧
松
岡
文
庫
本
で
あ
る
。『

放
鷹』

に
、｢

○
橋
本
仙
渓
筆
架
台
鷹
画
捲
二
枚
繋
方
写

一

(

冊)

／

安
政
四
年
江
戸
表
よ
り
五
月
二
十
日
仕
舞
御
荷
物
便
陶
山
重
太
よ
り

運
送
云
々
と
あ
り
。
若
大
鷹
、
塒
大
鷹
の
二
つ
の
繋
方
。
松
江
侯
の
制
せ
ら
れ
た
る
も

の
。
仙
渓
は
越
前
敦
賀
の
人
。
小
浜
の
酒
井
侯
の
画
師
。｣

(

六
○
三
頁)

と
あ
る
。

こ
の
他
、
陶
山
重
太
の
筆
写
に
関
し
て
は
、『

放
鷹』

の
解
題
中
に
次
の
よ
う
に
見

え
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
、｢

○
金
地
手
鏡
架
鷹
右

(

マ
マ)

大
緒
繋
形

一

(

冊)｣
(

平
賀
縫
殿

〈
松
江
藩
家
老
並
、
高
八
○
○
石
〉
所
持
の
架
鷹
画
に
関
係
す
る)

は
、｢

陶
山
重
太
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写
塒
大
鷹
と
有
之
繋
形｣

、
そ
の
他
の
繋
形
が
見
え
る
と
あ
り

(

五
○
九
頁)

、｢

○
中

山
栄
次
郎
据
前
岩
木
川
御
鷹
之
図

一

(

冊)｣

は
、｢

覚
阿
画
鷹
の
大
緒
天
保
十
年
冬

陶
山
重
太
の
写｣

、
そ
の
他
の
大
緒
繋
形
を
収
め
る
と
あ
る

(

同
書
、
五
九
六
頁)

。

さ
て
、
陶
山
重
太
に
つ
き
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵

『

新
番
組
列
士
録』

に
よ
れ

ば
、｢
陶
山
勝
寂
拾
八
石

当
分
定
江
戸
新
番
組

五
人
扶
持

御
絵
師

｣

と
し
て
見
え
て
い
る
。
勝
寂
は
、
本
国
・

生
国
共
に
出
雲
と
い
い
、
安
政
六
年
五
月
二
日
家
業
格
別
出
精
せ
し
む
る
に
つ
き
、
出

格
の
訳
を
も
っ
て
士
列
に
御
取
立
て
、
一
八
石
五
人
扶
持
を
下
さ
れ
、
新
番
組
へ
組
入

れ
ら
れ
た
と
あ
る
。
そ
の
高
祖
父
は
陶
山
十
三
郎
〈
生
国
出
雲
〉
と
い
い
、
享
保
九
年

月
日

不
知
郡
足
軽
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
寛
延
四
年
五
月
日
不
知

郷
組
に
召
出
さ
れ
、
御
切
米

一
五
俵
二
人
扶
持
を
下
さ
れ
、
郷
方
吟
味
役
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
御
役
料
を
下
さ
れ
た
。

以
後
、
格
式
万
役
人
、
御
普
請
方
懸
合
、
佐
陀
川
御
普
請
懸
合
、
出
納
方
兼
勤
、
格
式

小�
用
、
鉄
駄
別
切
手
方
兼
勤
を
経
て
御
加
増
御
給
米
一
○
石
と
な
り
、
宝
暦
一
三
年

日
不
知

郡
中
用
米
方
元
〆
兼
勤
と
な
り
、
明
和
元
年
八
月
一
七
日
出
雲
で
歿
し
た
。
曾
祖

父
陶
山
何
左
衛
門
〈
生
国
出
雲
〉
は
、
宝
暦
一
三
年
一
二
月
御
勘
定
所
見
習
、
諸
事
御

用
手
伝
を
相
勤
め
、
明
和
元
年

(

一
七
六
四)
一
○
月
一
二
日
父
の
跡
式
・
御
給
米
一

○
石
を
下
さ
れ
、
格
式
万
役
人

よ
ろ
ず
や
く
に
ん
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
同
一
○
月
一
八
日
御
貸
方
・
所

内
年
余
方
・
千
俵
志
儀
寺
用
銀
方
役
・
足
軽
米
加
勢
兼
勤
を
、
ま
た
、
同
三
年
二
月
五

日
御
貸
方
残
方
并
内
改
、
同
四
年
九
月
日
不
知

地
方
じ
か
た

御
雇
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
同
閏
九

月
二
日
格
別
の
御
立
派

お
た
て
は

に
つ
き
、
減
入
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
養
料
と
し
て
二
人
扶
持
を

下
さ
れ
た
。｢

御
立
派｣

と
は
、
明
和
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
家
老
朝
日
丹
波
郷
保
さ
と
や
す

を
中

心
と
す
る
経
世
済
民
の
立
て
直
し
、
即
ち
、
藩
政
改
革
の
理
念
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。

何
左
衛
門
は
そ
の
前
兵
の
一
人
と
し
て
働
い
て
い
た
と
知
ら
れ
る
。
同
五
年
正
月
二
三

日
地
方
御
用
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
引
続
く
年
々
の
出
郷
に
毎
歳
御
褒
美
と
し
て
銀
二
両

ず
つ
下
さ
れ
た
。
安
永
六
年
八
月
一
九
日
地
方
竿
頭
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
安
永
七
年
閏

七
月
二
一
日
召
返
さ
れ
、
御
給
米
六
俵
二
人
扶
持
を
下
さ
れ
て
御
勘
定
所
へ
出
勤
し
、

諸
御
用
を
相
勤
め
よ
と
仰
せ
渡
さ
れ
た
。
以
後
、
運
送
方
・
送
注
文
方
、
留
方
・
御
役

米
方
を
勤
め
て
、
天
明
元
年
月
日

不
知

御
加
増
三
俵
を
下
さ
れ
、
御
給
米
京
升
九
俵
成
し
下

さ
れ
る
。
更
に
、
改
方
加
勢
、
御
給
米
方
、
雑
用
方
兼
勤
、
格
式
小�
用
、
京
大
坂
御

勘
定
改
等
を
経
て
寛
政
元
年

(

一
七
八
九)

一
二
月
二
日
御
加
増
一
三
俵
に
成
し
下
さ

れ
た
。
翌
二
年
一
○
月
一
六
日
出
雲
で
歿
し
た
。
祖
父
陶
山
十
三
郎
〈
生
国
出
雲
〉
は
、

父
何
左
衛
門
の
死
後
、
婿
養
子
と
な
り
、
跡
式
御
給
米
一
二
俵
二
人
扶
持
を
下
さ
れ
、

格
式
万
役
人
と
な
っ
た
。
御
勘
定
所
勤
務
、
宗
門
方
御
用
、
地
方
御
用
、
隠
州
方
認
物

御
用
、
運
送
方
・
送
注
文
方
を
務
め
、
寛
政
八
年
一
○
月
一
二
日
出
雲
で
歿
し
た
。
父

陶
山
文
超
〈
生
国
出
雲
〉
は
、
安
永
七
年
三
月
日
不
知

願
出
て

(

藩
主
は
治
郷)

自
力
で

江
戸
表
に
罷
り
越
し
、
狩
野
養
川
院
老�
へ
引
越
し
、
絵
修
行
仕
っ
た
。
天
明
二
年
五
月

日
不
知

帰
国
を
願
出
て
許
さ
れ
た
が
、
御
次
よ
り
差
留
め
ら
れ
、
絵
修
行
を
仰
せ
付
か
っ

た
。
寛
政
二
年
月
日

不
知
狩
野
養
川
院
老
へ
引
越
し
、
絵
修
行
仰
せ
付
か
り
、
御
次
よ
り
御

絵
御
用
相
勤
め
よ
と
仰
せ
渡
さ
れ
た
。
同
三
年
月
日
不
知

若
殿
様

(

後
の
第
八
代
藩
主
斉
恒

を
い
う
か)

御
誕
生
の
御
絵
御
用
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
相
勤
め
て
御
褒
美
御
目
録
を
下

さ
れ
た
。
同
四
年
月
日
不
知

若
殿
様
御
殿
向
御
絵
御
用
に
精
出
す
に
つ
き
御
褒
美
御
目
録
を

下
さ
れ
た
。
同
五
年
月
日
不
知

先
年
竹
内
春
山�
へ
仰
せ
付
け
ら
れ
た
童
子
御
巻
物
手
伝
を
仰

せ
付
け
ら
れ
、
同
八
年
四
月
日
不
知

こ
れ
が
出
来
た
の
で
御
褒
美
御
目
録
を
下
さ
れ
た
。

陶
山
十
三
郎
跡
式
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
御
給
米
一
二
俵
二
人
扶
持
を
下
さ
れ
、
御
細
工

人
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
享
和
二
年
よ
り
天
保
元
年
ま
で
、
年
々
御
発
駕
前
に
御
褒
美

御
目
録
を
下
さ
れ
た

(

文
化
三
年
三
月
治
郷
致
仕)

。
文
化
二
年

(

一
八
○
五)

五
月

一
七
日
米
二
俵
御
加
増
成
し
下
さ
れ
、
剃
髪
し
て
文
超
と
改
号
せ
よ
と
仰
せ
渡
さ
れ
た

初
名
文
太

。文
政
九
年
月
日
不
知

御
絵
図
御
用
を
相
勤
め
る
に
つ
き
、
御
褒
美
御
目
録
を
下
さ
れ
た
。

天
保
三
年
一
○
月
五
日
格
式
御
細
工
所
筆
頭
格
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
同
九
年
月
日
不
知
悴

次
郎
太
は
病
身
で
御
奉
公
覚
束
な
い
の
で
、
三
男
重
太
を
嫡
子
と
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

た
。
こ
の
間
、
旅
役
数
度
相
勤
め
た
が
、
弘
化
二
年
三
月
六
日
出
雲
で
歿
し
た
。

陶
山
勝
寂

(

重
太)

は
、
天
保
一
四
年
八
月
二
日
軍
用
方
御
用
懸
を
仰
せ
付
か
っ
た

が
、
同
一
五
年
四
月
一
一
日
狩
野
晴
川
院
老
方�
へ
随
身
に
つ
き
、
引
越
し
仰
せ
付
け
ら

れ
た
。
弘
化
二
年
六
月
八
日
父
跡
式
・
御
給
米
一
四
俵
二
人
扶
持
を
下
さ
れ
、
格
式
御

細
工
人
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
弘
化
年
間
よ
り
万
延
元
年
ま
で
、
御
席
画

せ
き
が

を

相
勤
め
、
度
々
御
褒
美
を
下
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
席
画
と
は
、
集
会
な
ど
の

席
上
で
依
頼
に
応
じ
て
即
座
に
絵
を
描
く
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
絵
を
い
う
。
弘
化
三
年

一
二
月
日
不
知
御
鷹
御
用
認
物
に
精
出
し
相
勤
め
る
に
つ
き
、
御
褒
美
百
疋
を
下
さ
れ
た
。

同
年
一
二
月
二
八
日
江
戸
詰
中
、
加
扶
持
一
人
扶
持
下
さ
れ
た
。
同
四
年
一
二
月
日
不
知

御
鷹
御
用
精
出
し
相
勤
め
る
に
つ
き
、
御
褒
美
一
○
○
疋
を
下
さ
れ
た
。
嘉
永
四
年
八

月
二
日
芝
源
宝
院�
の
絵
御
用
に
精
出
し
相
勤
め
る
に
つ
き
、
御
褒
美
銀
二
両
を
下
さ
れ
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た
。
同
五
年
八
月
日
不
知
西
御
丸
御
普
請
の
御
絵
御
用
の
師
家
の
手
伝
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、

公
儀
よ
り
御
手
当
金
を
下
さ
れ
た
。
同
六
年
二
月
日
不
知

済
三
郎
様
の
御
席
画
を
度
々
相

勤
め
る
の
で
御
褒
美
三
○
○
疋
を
下
さ
れ
た
。
同
二
月
二
五
日
家
業
格
別
精
出
し
相
勤

め
る
に
つ
き
、
格
式
小�
用
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
済
三
郎
は
、
こ
の
年
九
月
家
督
を

相
続
し
て
第
一
○
代
藩
主
定
安
と
な
る
。
そ
れ
に
関
係
す
る
か
、
七
月
、
一
二
月
に
御

席
画
を
勤
め
、
銀
二
○
両
を
下
さ
れ
て
い
る
。
同
七
年
一
○
月
一
一
月
当
分
定
府

(

江

戸
藩
邸
に
詰
め
る
こ
と)

仰
せ
付
け
ら
れ
、
狩
野
勝
川
院
老�
の
御
所
望
に
よ
り
暫
く
の

内
、
彼
方
へ
引
越
し
相
勤
め
る
よ
う
仰
せ
渡
さ
れ
た
。
安
政
二
年
一
○
月
二
三
日
江
戸

表
よ
り
御
国
に
罷
り
帰
る
節
、(

御
国
の)

南
御
殿
御
内
の
用
に
附
添
い
出
立
せ
よ
と

仰
せ
渡
さ
れ
た
。
同
二
年
一
○
月
二
六
日
嗣
子
な
き
に
つ
き
、
願
出
の
と
お
り
星
野
久

米
之
助
弟
の
婿
養
子
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
同
一
一
月
一
七
日
観
山
御
殿
御
絵
御
用
数
々

相
勤
め
る
に
つ
き
、
御
褒
美
銀
二
両
下
さ
れ
た
。
同
一
一
月
一
八
日
家
内
を
召
連
れ
御

国
を
出
立
仕
る
。
同
一
二
月
一
○
日
江
戸
表
へ
帰
着
仕
る
。
同
一
二
月
二
五
日
南
御
殿

御
内
の
用
に
附
添
い
罷
り
帰
っ
た
に
つ
き
、
御
褒
美
金
一
両
を
下
さ
れ
た
。
同
五
年
五

月
日
不
知

大
奥
御
席
画
を
相
勤
め
る
に
つ
き
、
御
褒
美
二
○
○
疋
を
下
さ
れ
た
。
安
政
五

年
一
二
月
日
不
知

御
隠
居
様

(

斉
斎
〈
第
九
代
藩
主
斉
貴
〉)

御
好
御
用
に
精
出
し
相
勤

め
る
に
つ
き
、
御
褒
美
三
○
○
疋
を
下
さ
れ
た
。
同
六
年
二
月
一
九
日
御
隠
居
様
が
剃

髪
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
寂
の
字
を
拝
領
仕
り
、
狩
野
勝
川
老

(
マ
マ)

よ
り
勝
の
字
を
免
許
下
さ

れ
る
に
つ
き
、
勝
寂
と
改
号
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
初
名
重
太
。
旅
役
数
度
勤
め
た
。

こ
う
し
て
、
勝
寂
は
、
安
政
六
年
御
取
立
と
な
っ
た
。
同
一
二
月
二
九
日
御
隠
居
様

御
用
出
精
相
勤
め
る
に
つ
き
、
御
褒
美
二
○
○
疋
を
下
さ
れ
、
同
日
御
隠
居
様
御
席
画

御
用
度
々
相
勤
め
る
に
つ
き
、
御
褒
美
二
○
○
疋
を
下
さ
れ
た
。
万
延
元
年
四
月
二
日

御
隠
居
様
御
鷹
御
用
認
物
に
出
精
に
つ
き
、
御
褒
美
と
し
て
森
林
御
殿

(

青
山
中
屋
敷)

に
お
い
て
二
○
○
疋
を
下
さ
れ
た
。
同
一
二
月
二
一
日
御
客
様
の
節
、
御
席
画
、
そ
の

外
の
御
用
向
仰
せ
付
け
ら
れ
る
に
つ
き
、
御
褒
美
と
し
て
御
次
に
二
○
○
疋
を
下
さ
れ

た
。
同
一
二
月
二
日
当
年
中
、
御
好
絵
御
用
出
精
し
、
相
認
め
る
に
つ
き
、
御
褒
美
と

し
て
御
次
に
二
○
○
疋
を
下
さ
れ
た
。
同
一
二
月
晦
日
御
隠
居
様
御
好
絵
御
用
出
精
し
、

相
認
め
る
に
つ
き
、
御
褒
美
と
し
て
森
林
御
殿
に
お
い
て
二
○
○
疋
を
下
さ
れ
た
。

『

新
番
組
列
士
録』

に
お
け
る
記
録
は
こ
れ
ま
で
で
あ
る
。
勝
寂

(

重
太)

は
、
養

父
文
超
の
代
か
ら
絵
師
を
家
業
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
斉
斎
は
、
こ
れ
に
鷹
絵
、

あ
る
い
は
、
架
鷹
や
鷹
飼
養
関
係
の
絵
や
図
面
な
ど
を
も
担
当
さ
せ
た
。
松
江
藩
の
安

政
二
年
度

『

御
給
帳』

に
は
、｢

勘
定
方
目
見
不
仕
者｣

の
内
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

一
、
米
壱
四
俵
／

弐
人
扶
持
、
外
壱
人
扶
持
当
分
増

当
分
定
江
戸
絵
師

陶
山
重
太

(

一
七
一
頁)

｢

当
分
増｣

｢

当
分
定｣

と
あ
る
の
は
、
こ
の
時
分
、
彼
が
江
戸
表
で
多
忙
な
任
に

就
い
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
現
に
、
右
に
は
狩
野
勝
川
院
雅
信
邸
に
住
込
み
修
行

を
し
た
と
見
え
た
。
こ
の
間
、
陶
山
重
太
は
、
御
公
儀
御
鷹
部
屋
の
森
覚
之
丞
正
幸
等

の
も
と
に
も
出
入
り
し
、
鷹
・
鷹
術
や
作
法
に
関
す
る
絵
図
、
ま
た
、
鳥
屋
・
架
や
鷹

堀
な
ど
の
図
面
を
書
写
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
三
年
度

『

御
給
帳』

に
は
、

｢

準
士
族
役
組｣

の
内
に

｢

絵
師｣

と
し
て

｢

陶
山
勝
寂｣

の
名
が
見
え
る

(

二
五
五

頁)

。な
お
、
書
陵
部
に

『

鷹
請
取
渡
之
図』

(

写
、
一
冊
、B

7/206)

、
ま
た
、『

船
鴨
遣

方
法
儀』

(

森
正
幸
、
嘉
永
元
年
自
筆
、
一
冊
、163/974)

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
松

江
藩
旧
蔵
書
で
あ
る
が
、
や
は
り
、
右
の

『

船
鴨
羽
合
て
ん
満
船
に
た
り
船
之
図』

と

関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
二
点
目
の
書
名
に
見
え
る

｢

船｣
(

伝
馬
船
・

に
た
り
船)

は
、
松
江
城
三
ノ
丸
の
御
花
畑
の
中
の
御
鷹
堀

(

引
堀)

、
御
城
下
の
御

鷹
堀
、
あ
る
い
は
、
砂
村
別
荘
な
ど
に
用
い
よ
う
と
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

四
、
お
わ
り
に

書
陵
部
所
蔵
の
鷹
書
類
に
見
え
る
《
人
名
》
の
内
、
右
に
は
、
松
江
藩
の
医
師
、
儒

者
、
絵
師
に
つ
い
て
述
べ
た
。
当
時
の
医
薬
は
本
草
学
、
博
物
学
な
ど
と
深
く
関
わ
り
、

鷹
の
医
方
・
薬
方
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
を
応
用
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、

医
師
の
中
に
は
中
国
古
典
に
通
暁
し
て
儒
学
を
も
修
め
、
儒
医
と
称
さ
れ
る
者
も
い
た
。

松
江
藩
の
絵
師
に
つ
き
、
平
素
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
た
の
か
、
必
ず
し
も

明
ら
か
で
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
活
動
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
制
作
物
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
情
報
の
解
析
が
必
要
と
な
る
。

な
お
、
儒
者
に
つ
き
、｢

田
村
寧
我

(

令
終)｣

に
言
及
し
た
が
、
こ
の
他
に
も

｢

紀

生
直｣

｢

黒
田
直
民｣

｢

外
山
幸

(

三
安)｣

｢

阪
昌
文｣

｢

藤
直
秀｣

｢

藤
原
重
礼｣

｢

藤

原
覃｣

｢

滕
成
裕｣
な
ど
、
儒
者
か
儒
学
生
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
か
、
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松
江
藩
と
の
関
わ
り
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
分
明
で
な
い
人
名
も
見
え
て
い
る
。
儒

学
者
は
中
国
風
の
名
を
用
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
実
名
や
履
歴
を
つ
か
み
に
く
い
よ

う
で
あ
る
。
な
お
、
検
討
し
た
い
。

注

(

１)
島
根
県
立
図
書
館
蔵

(

松
江
日
本
赤
十
字
病
院
旧
蔵)

『

黄
帝
内
経
抄
略
八
十

一
章』
一
冊
は
、
文
政
元
年

(

一
八
一
八)

九
月
、
山
本
逸
記
の
講
述
内
容
を
安

良

(

良
阜
、
景
岐)

が
整
え

(

較)

、
上
梓
に
備
え
た
一
書
で
あ
る

(

写
本)

。
原

表
紙

(

瑠
璃
色)
を
有
す
る
が
、
題
簽

(

左
に
剥
落
痕)

は
剥
落
し
て
い
る
。
江

戸
時
代
後
期
写
。
筆
写
は
安
良
で
あ
ろ
う
。
寸
法
は
縦
二
四
・
二
セ
ン
チ
㍍
、
横

一
六
・
七
セ
ン
チ
㍍
。
袋
綴
。
楮
紙
。
紙
数
は
見
返
一
丁
、
序
三
丁
、
本
文
三
四

丁
、
後
見
返

(

白
紙)

一
丁
。
一
面
一
○
行
、
版
刷
り
罫
線
が
あ
る

(

雲
州
藩
黌

存
済
館
用
箋)

。
漢
字
、
絵
な
し
。
表
紙
の
中
央
部
に

｢

官
本｣

と
大
書

(

墨
書)

し
、
見
返
に

｢

雲
藩
医
学
修
定

／
黄
帝
内
経
抄
略
八
十
一
章
／

本
衙
蔵
版｣

(

版
本
の
扉
に
相
当)

、
序
文
に

｢

黄
帝
内
経
抄
略
序

／
先
師
図
南
滕
子
嘗
語
生

徒
曰

(

中
略)｣

(

一
丁
オ
〜
三
丁
ウ
、
末
部
は
既
出)

、
内
題
に

｢

黄
帝
内
経
抄

略｣

、
内
題
の
次
に

｢

出
雲
藩
特
聘
医
学
教
授
美
濃
館
良
克
礼
夫
述
／

男
良
阜

景
岐
較｣

(

四
丁
オ)

、
末
尾
に

｢

右
鈔
略
八
十
一
章
家
厳
彰
経
先
生
所
嘗
筆
録
以

蔵
于
／
家

(

中
略)

不
肖
男
良
阜
謹
識｣

(

三
七
丁
ウ)
と
あ
る
。
印
記
、
序
題

の
下
方
に

｢

松
江
医
／
籍
之
記｣

(

長
方
形
朱
印)

。
本
文
中
に
は
、
黄
緑
色
の
塗

料
で
も
と
の
文
字
を
塗
消
し
、
そ
の
上
に
訂
正
字
を
書
い
た
箇
所
が
あ
り

(

安
良

の
手
か)

、
朱
句
点
や
上
欄
外
に
朱
筆
語
句
を
記
入
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
書
写

識
語
は
な
い

(

こ
れ
が
出
版
原
稿
で
あ
る
か
ら
か
も
知
れ
な
い)

。

(

２)

正
井
儀
之
丞
・
早
川
仲
編

『

雲
藩
職
制』

に
よ
れ
ば
、
京
都
留
守
居
役
所
に
は
、

役
組
外
留
守
居

(

二
○
○
石
勤)

、
新
藩
士
調
方
、
徒
京
都
元
〆
並
軍
用
方
・
人

参
取
引
用
兼
勤
、
万
役
人
京
都
買
物
方
並
軍
用
方
、
同
京
都
大
阪
勘
定
改
・
為
替

方
の
各
一
人
、
計
五
人

(

及
び
、
小
人
一
人)

が
勤
務
し
た

(

六
三
頁)

。

(

３)
『

日
本
教
育
史
資
料』

の
第
四
冊
の

｢

巻
十

参
照｣

所
収
の
旧
松
江
藩
の

｢

学

事
概
略｣

の
条
に
は

｢

旧
藩
主
松
平
定
安
取
調｣

と
い
う
注
記
が
あ
る
が

(

明
治

二
四
年
五
月
出
版
、
二
五
六
頁)

、｢

学
士
小
伝｣

に
は
こ
う
し
た
注
記
が
な
い
。

(

４)

浅
井
図
南
は
、
尾
張
藩
の
藩
医
、
本
草
学
者
で
名
を
政
直
、
字
を
夙
夜
、
惟
寅
、

通
称
頼
母
、
図
南
、
幹
亭
、
号
を
篤
敬
斎
と
い
う
。
京
都
に
生
ま
れ
、
一
一
歳
か

ら
松
岡
恕
庵

(

玄
達)

に
儒
学
、
本
草
学
を
学
ぶ
。
二
一
歳
の
時
、
父
浅
井
東
幹

(

東
軒)

が
尾
張
藩
医
と
な
っ
て
東
行
す
る
が
、
図
南
は
京
に
留
ま
っ
て
開
塾
し

た
。
宝
暦
三
年
父
の
歿
後
に
尾
張
藩
医
と
し
て
名
古
屋
に
移
る
。
塾
は
、
後
に
尾

張
藩
医
学
館
と
な
り
、
孫
貞
庵

じ
よ
う
あ
ん(

第
四
代)

、
曾
孫
柴
山
し
ざ
ん

(

第
五
代)

が
館
主
と

な
る
。『�
脇
録

へ
ん
き
よ
う
ろ
く』

(

延
享
四
年)

『

扁
倉
伝
割
解

へ
ん
そ
う
で
ん
わ
り
か
い
注』

(

明
和
七
年
刊)

、『

浅
井
先

生
惟
寅
発
句
集』

『

篤
敬
斎
文
集』

(

安
永
七
ー
天
明
二
年)

等
、
多
く
の
著
作
が

あ
り
、
恕
庵
の
著

『

怡
顔
斎
蘭
品

い
が
ん
さ
い
ら
ん
ぴ
ん』

の
序
文
を
書
く
。(

『

尾
張
か
ら
見
た
日
本

と
世
界
の
医
学
史』

〈
第
24
回
日
本
医
学
会
総
会

｢

医
学
史
展
示｣

図
録
、
一
九

九
八
年
三
月
〉
、『

朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典』

〈
一
九
九
四
年
一
一
月
、
朝
日

新
聞
社
、
三
四
頁
〉
、『

国
書
総
目
録』

〈
著
者
別
索
引
、
一
一
頁
〉
等
に
よ
る)

。

(

５)

小
野
蘭
山
は
、
通
称
喜
内
、
諱
は
職
博
も
と
ひ
ろ

、
字
は
以
文
、
号
は
蘭
山
、
別
に
朽
匏

子
と
い
う
。
京
都
の
人
、
本
姓
佐
伯
氏
。
父
は
職
茂

(

従
四
位
下
、
主
殿
大
允
兼

伊
勢
守)

。『

用
薬
須
知』

一
二
巻

(

享
保
一
一
年
刊)

を
著
し
た
松
岡
恕
庵

(

延

享
三
年
七
月
一
一
日
歿
。
七
九
歳)

に
本
草
の
学
を
受
け
る
。
二
五
歳
の
時
、
仕

途
の
道
を
絶
ち
、
医
薬
の
外
は
戸
を
出
ず
勉
学
し
た
。
家
塾
衆

(

集
ト
モ)

芳
軒
を

開
き

(

初
め
河
原
町
、
後
に
丸
太
町
、
鞘
屋
町
な
ど
に
転
居
し
た
。
多
く
は
丸
太

町
か)

、
業

(

本
草
学)

を
講
じ
た
。
天
明
の
大
火

(

同
八
年
一
月
三
○
日)

で

衆
芳
軒
は
焼
失
し
、
吉
田
立
仙
の
家
に
避
難
し
た
。
蘭
山
は
、
寛
政
一
一
年
三
月

江
戸
に
召
さ
れ
、
幕
府
の
医
官
と
な
っ
た

(

七
一
歳)

。
月
俸
・
宅
を
賜
わ
り
、

本
草
を
講
じ
て
医
官
の
子
弟
を
教
授
し
た
。
寛
政
一
一
年
春
か
ら
文
化
三
年
夏
ま

で
東
八
国
・
甲
駿
濃
信
勢
紀
等
の
国
に
採
薬
し
、
一
書
を
成
し
て
上
進
し
た
。
明

の
李
時
珍

(

東
璧)

著

『

本
草
綱
目』

(

万
暦
一
八
年
刊)

を
講
究
し
た
が
、
そ

の
講
義
筆
録
は
岡
邨
春
益
・
孫
小
野
職
孝

も
と
た
か(

子
徳)

た
ち
に
よ
っ
て
整
理
・
校
訂

さ
れ
、『

本
草
綱
目
啓
蒙』

四
八
巻

(

享
和
三
年
〜
文
化
三
年
に
刊
行)

と
し
て

刊
行
さ
れ
た
。
蘭
山
は
、
実
地
に
植
物
調
査
・
観
察
を
行
っ
て
本
草
学
の
水
準
を

高
め
、
日
本
本
草
学
を
集
大
成
し
た
人
物
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
以
上
は
、
松
村

操
著

『
近
世
先
哲
叢
談
続
編

巻
下』

(

明
治
三
一
年
四
月
再
版
〈

『

近
世
文
芸

者
伝
記
叢
書』
、
第
六
巻
、
昭
和
六
三
年
八
月
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
九
五
頁
〉)

、
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杉
本
つ
と
む
編
著

『

小
野
蘭
山

本
草
綱
目
啓
蒙
―
本
文･

研
究･

索
引
―

[

新
装
版]』

(

昭
和
六
一
年
一
○
月
、
早
稲
田
大
学
出
版
部)

に
よ
る
。

(

６)

武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
編

『

杏
雨
書
屋
蔵
書
目
録』

、
一
九
八
二
年
六

月
、
七
四
二
頁
。

(
７)

架
蔵
の

『

神
農
像』

は
、
絹
本
着
色
、
対
幅
、
各
縦
九
一
セ
ン
チ
㍍
、
横
二
九

セ
ン
チ
㍍
。
讃
は
、
一
幅

(

左
方
に
筮
竹
を
置
く
絵
像)

に

｢(

上
部
空
白)

山
本
良
克

謹
書
／
享
和
癸
亥

(

三
年)

春
日

／
神
農
之
降

得
而
因
之
／
究
病
之
源

以
類
而
推
／

(

後
略)

｣
、
他
の
一
幅

(

右
手
に
稲
、
ま
た
は
甘
草
を
持
つ
絵
像)

に

｢

仰
惟
神
農
植
芸
五
穀
／
斯
民
有
生

以
化
以
育
／

(

後
略)

／

享
和
癸
亥

(

三
年)

春
日

／

(

上
部
空
白)

山
本
良
克
謹
書｣

、
絵
像
の
左
下
隅
に

｢

素
絢
拝
写[

素
絢

(

長
円
朱
印)]｣

と
あ
る
。

な
お
、
素
絢

(

生
歿
、
宝
暦
九
年
〈
一
七
五
九
〉
〜
文
政
元
年
〈
一
八
一
八
〉

一
○
月
二
四
日)

は
、
円
山
応
挙

(

生
歿
、
享
保
一
八
年
五
月
一
日
〜
寛
政
七
年

七
月
一
七
日)

の
門
下
十
哲
の
一
人
と
さ
れ
る
。
通
称
武
次
郎
、
字
伯
陸
、
後
に

伯
後
、
号
山
斎
。
人
物
花
鳥
の
画
で
知
ら
れ
る
。

(

８)
『

朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典』

〈
一
七
六
二
頁
、｢

山
本
良
臣｣

の
項
。
上
田
正

昭
、
他
監
修
、
講
談
社
出
版
研
究
所
編
集

『
講
談
社

日
本
人
名
大
辞
典』

、
二
○

○
一
年
一
二
月
、
講
談
社
、
一
九
九
三
頁
、｢
山
本
安
良｣

の
項
。

荻
野
元
凱
は
加
賀
金
沢
の
人
、
字
子
原
、
通
称
在
中
、
号
台
州

(

河
内
守)

。

元
文
二
年
生
ま
れ
、
奥
村
良
筑

り
よ
う
ち
く
に
学
び
、
古
方
を
唱
え
る
。
朝
廷
に
仕
え
、
寛
政

六
年
皇
子
を
診
治
し
て
典
薬
大
允
を
拝
す
る
。
後
、
江
戸
に
召
さ
れ
、
躋
寿
館

せ
い
じ
ゆ
か
ん

に

講
学
し
た
が
、
辞
し
て
朝
廷
に
侍
し
、
尚
薬
に
補
さ
れ
た
。
蘭
学
者
平
賀
源
内
等

と
交
わ
り
、
蘭
方
の
刺�し
ら
く

を
採
用
し
た
。
安
永
五
年
蘭
館
医
ツ
ン
ベ
ル
グT

hu-

nberg

参
府
の
際
、
京
都
で
こ
れ
と
面
接
し
た
。
文
化
三
年
歿
。
享
年
七
○
歳
。

著
書
に

『

吐
法
篇』

『

刺
絡
篇』

『

麻
疹
篇』

『

知
足
斎
梅
花
無
尽
蔵
按
定』
な
ど

が
あ
る

(

日
本
学
士
院
日
本
科
学
史
刊
行
会
編
纂

『

明
治
前
日
本
医
学
史』

、
第

五
巻
〈
昭
和
三
二
年
、
日
本
学
術
振
興
会
発
行
〉
、
三
七
六
頁)

。

(

９)

先
学
は
、
多
く
、
文
化
三
年
に

｢

存
済
館｣

と
命
名
し
、
初
代
館
長
を
父
逸
記

と
し
た
と
さ
れ
る

(

米
田
正
治
し
よ
う
じ

著

『

島
根
県
医
学
史
覚
書』

〈
一
九
七
六
年
一
○

月
、
報
光
社
刊
〉
、
五
頁
。
佐
野
正
巳
著

『

松
江
藩
学
芸
史
の
研
究

漢
学
篇』

〈
一
九
八
一
年
二
月
、
明
治
書
院
〉
、
三
一
四
頁
。
斯
編
集
委
員
会
編
纂

『

島
根

県
大
百
科
事
典

上
巻』

〈
一
九
八
二
年
七
月
、
山
陰
中
央
新
報
社
刊
〉
、
九
四

四
頁)

。
し
か
し
、｢

学
士
小
伝｣

の
書
き
方
で
は
、｢

存
済
館｣

と
い
う
命
名
が

文
化
三
年
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
分
明
で
は
な
い
。
先

に

｢

学
規
十
一
条
ヲ
下
付
シ｣

と
見
え
、
後
に

｢

次
テ
、

、

典
薬
某
ヲ
シ
テ
存
済
舘
ト

書
ス
ル
木
扁
額
ヲ
…
…
是
於
、

、

該
院
ヲ
存
済
舘
ト
称
ス
、

、｣

と
書
い
て
あ
る
。｢

存
済

館｣

の
命
名

(

改
名)

は
、
文
化
三
年
よ
り
下
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

｢

存
済
館｣

の
所
在
地
に
つ
き
、｢

天
保
一
一
年

(

一
八
四
○)

正
月
、
二
代

山
本
安
良
の
世
に
同
じ
北
堀
の
藩
士
三
嶋
儀
右
衛
門

(

奥
田
官
左
衛
門
組
、
弐
○

人
扶
持
、
筆
頭
外
小
人
壱
人
自
分
抱)

宅
に
移
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て

天
保
十
二
年
、
敷
地
内
に
文
庫
を
建
築
し
藩
所
蔵
の
医
書
を
収
め
た
の
で
あ
る
。

(

佐
野
正
巳
著

『

松
江
藩
学
芸
史
の
研
究

漢
学
篇』

、
三
二
一
頁)

と
さ
れ
る
。

｢

存
済
館｣

の
読
み
は

｢

存
済
館

そ
ん
さ
い
か
ん｣

(
『

島
根
県
大
百
科
事
典

上
巻』

、
九
四

四
頁)

、｢

存
済
館

ぞ
ん
せ
い
か
ん｣

(

右

『

講
談
社

日
本
人
名
大
辞
典』

、
一
九
九
三
頁
。『

朝
日

日
本
歴
史
人
物
事
典』

、
一
七
六
二
頁
、｢

山
本
安
臣｣

の
項)

と
ゆ
れ
る
が
、
古

く
は
医
学
用
語
に
呉
音
読
が
多
い
の
で
、
今

｢

存
済
館

そ
ん
さ
い
か
ん｣

と
読
ん
で
お
く
。

(

10)

掲
げ
た
著
書
は

『

国
書
総
目
録』

(

著
者
別
索
引
、
九
二
四
頁)

、『

国
書
人
名

辞
典』

第
四
巻

(

一
九
九
八
年
一
一
月
、
六
四
六
頁)

に
よ
る
。『

内
経
抄
略
校』

等
、
先
代
の
手
に
な
る
稿
本
が
混
在
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

(

11)
｢

山
本
亡
羊
に
本
草
学
を
ま
な
ぶ
。｣

と
さ
れ
る

(

右

『

講
談
社

日
本
人
名
大

辞
典』

、
二
○
○
一
頁)

。
山
本
亡
羊
は
、
京
都
の
人
、
名
を
世
孺
せ
い
じ
ゆ

、
字
を
仲
直
、

通
称
を
永
吉
、
号
を
亡
羊
と
い
う
。
儒
医
山
本
封
山
の
二
男
と
し
て
京
都
に
生
ま

れ
る
。
父
に
儒
学
・
薬
学
・
本
草
学
を
学
び
、
安
政
六
年

(

一
七
九
四)

｢

年
一

六
に
し
て
小
野
蘭
山
の
門
に
入
り
本
草
学
を
研
鑽
す
、
蘭
山
の
江
戸
に
移
り
し
後

は
其
門
人
の
多
く
は
亡
羊
を
師
と
す
。｣

と
い
う

(

既
出
の

『

明
治
前
日
本
医
学

史』

、
第
五
巻
、
三
八
九
頁)

。
薬
草
園
を
設
け
、
家
塾
読
書
室
に
多
く
の
門
人
を

教
え
、
物
産
会
を
催
し
、
京
都
本
草
学
を
主
導
し
た
。
著
書
に

『

懐
中
食
性』

『

洛
医
彙
講』

『

医
学
字
林』

『

格
致
類
篇』

『

百
品
考』

『

救
荒
本
草
記
聞』

『

ド
ド

ネ
ウ
ス
本
草
書』

(
｢

ド
ド
ネ
ウ
ス｣

は
、
ド
イ
ツ
の
博
物
学
者
レ
ン
ベ
ル
タ
ス
・

ド
ド
ネ
ウ
スR

em
bertus

D
odoneusu

著
の
本
草
書
〈
蘭
語
本
〉
。
万
治
二
年

蘭
館
長
ワ
ー
ヘ
ナ
ー
ルZ

acharias
W
agenaer

が
江
戸
参
府
の
時
、
老
中
稲
葉

美
濃
守
正
則
に
贈
っ
た)

な
ど
、
本
草
学
を
主
と
す
る
多
く
の
著
作
が
あ
る
。
下

京
区
油
小
路
通
五
条
上
ル
西
側
上
金
仏
町
に
邸
跡
が
あ
る
。(

服
部
敏
良
と
し
ろ
う

著

『

江

－ 20 －
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戸
時
代
医
学
史
の
研
究』

〈
一
九
七
八
年
一
二
月
、
吉
川
弘
文
館
〉
、
四
四
一
頁)

(

12)

平
野
満｢

小
野
蘭
山｢

採
薬
記｣

の
成
立
と
転
写
系
統
の
検
討｣

、『

駿
台
史
学』

、

第
一
二
四
号
、
二
○
○
五
年
三
月
。

(

13)

本

『

採
薬
記
事』

(

通
称

｢

雲
州
採
薬
記
事｣)

の
伝
本
に
杏
雨
書
屋
蔵
本

(

自

筆
稿
本)

と
岩
瀬
文
庫
蔵
本

(

異
本)

と
が
あ
る
。
前
者
は
杏
雨
書
屋
に
所
蔵
さ

れ
(

杏
五
二
二
一)

、
後
者
の
写
は
、
国
立
国
会
図
書
館

(『

近
世
歴
史
資
料
集
成』

第
二
期
第
七
巻

『

採
薬
志』�
〈
一
九
九
六
年
、
科
学
書
院
〉
に
影
印
を
収
め
る)

・
杏
雨
書
屋
に
所
蔵
さ
れ
る
。
な
お
、
千
葉
大
学
附
属
図
書
館
蔵

(

亥
鼻
分
館
古

書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン)

に
も

『

雲
州
採
薬
記
事』

の
所
蔵
が
あ
る

(

整
理
番
号981/

和
漢105.

東
医
研
番
号72098)

。
翻
刻
に
、
田
籠
博

｢

雲
州
採
薬
記
事｣

(『

島

大
言
語
文
化』

、
第
四
号
、
一
九
九
七
年)

が
あ
る
。

(

14)
『

国
書
総
目
録』

(

著
者
別
索
引
、
補
訂
版
、｢

山
本
簡
斎｣

、
九
二
四
頁)

、『

国

書
人
名
辞
典』

第
四
巻
な
ど
、
参
照
。

(

15)

佐
野
正
巳
著

『

松
江
藩
学
芸
史
の
研
究』

(

既
出)

、
五
四
五
頁
。

(

16)

桃
白
鹿
は
、
享
保
七
年
一
一
月
至
日
、
石
見
国
安
濃
郡
河
合
の
医
師
坂
根
幸
悦

(

方
寿)

の
長
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
名
友
之
助
、
後
源
蔵
、
名
を
盛
、
字
を

子
深
、
号
を
白
鹿
と
い
う
。
太
宰
春
台
の
門
人
桃
東
園
の
養
子
と
な
り
、
昌
平
黌

で
五
代
目
大
学
頭
林
鳳
谷
に
学
ぶ
。
朱
子
学
に
偏
せ
ず
、
折
衷
学
派
に
属
し
た
と

さ
れ
る
。
宝
暦
七
年
一
○
月
七
日
出
雲
に
儒
者
と
し
て
召
し
出
さ
れ
、
新
知
七
○

石
、
学
校
料
米
二
○
俵
、
銀
一
○
枚
を
下
さ
れ
た
。
翌
八
年
藩
校
文
明
館

(

後
、

明
教
館)

の
教
授
と
な
る
。
享
和
元
年
八
月
一
九
日
出
雲
で
歿
し
た(『

列
士
録』)

。

享
年
八
○
歳
。『

世
説
新
語
補
考』

、
同

『

補
遺』

、
そ
の
他
の
著
書
が
あ
る
。
以

上
、
佐
野
氏
著
書

(

注
15
の

｢

第
三
章

桃
白
鹿｣

、
そ
の
他)

、
磯
辺
武
雄

｢

新

史
料
・
松
江
藩
儒
桃
白
鹿

『

要
記
第
壱』

に
つ
い
て｣

(

日
本
大
学
文
理
学
部
教

育
学
科

『

教
育
学
雑
誌』

、
第
二
八
号
、
一
九
九
四
年
三
月)

、
同

｢

松
江
藩
儒
桃

白
鹿

『

要
記
第
三』

に
つ
い
て｣

(
『

国
士
舘
大
学
文
学
部
人
文
学
会
紀
要』

、
第

二
九
号
、
一
九
九
六
年
一
○
月)

を
参
照
し
た
。。

(

17)

市
古
貞
次
、
そ
の
他
編

『

国
書
人
名
辞
典』

、
第
三
巻
、
一
九
九
六
年
一
一
月
、

岩
波
書
店
。
二
四
三
頁
。

(

18)

狩
野
養
川
院
、
名
は
惟
信
こ
れ
の
ぶ

、
江
戸
後
期
の
幕
府
奥
絵
師
、
法
印
。
栄
川
院
典
信
み
ち
の
ぶ

の
長
子
に
生
ま
れ
、
木
挽
町
狩
野
派
七
世
と
な
る
。
生
歿
、
宝
暦
三
年

(

一
七
五

三)

〜
文
化
五
年

(

一
八
○
八)

、
享
年
五
五
歳
。

(

19)

竹
内
春
山
は
、
未
詳
。
但
し
、
松
江
藩
の
絵
師
で
あ
ろ
う
。『

御
給
帳』

(

安
政

二
年
〈
一
八
五
五
〉
度)

の

｢

万
役
人
目
見
不
仕
者｣

の
条
に
、｢

一
、
米
壱
九

俵
壱
斗
五
升
／

参
人
扶
持

絵
師

竹
内
栄
之
丞｣

と
見
え
る

(

一
八
八
頁)

。

年
代
上
か
ら
推
せ
ば
、
こ
れ
は
竹
内
春
山
の
子
息
で
あ
ろ
う
。

(

20)

狩
野
晴
川
院
、
名
は
養
信
お
さ
の
ぶ

、
江
戸
後
期
の
幕
府
奥
絵
師
、
法
印
。
八
世
伊
川
院

栄
信
の
長
子
に
生
ま
れ
、
木
挽
町
狩
野
派
九
世
と
な
る
。
生
歿
、
寛
政
八
年

(

一

七
九
六)

〜
弘
化
三
年

(

一
八
四
六)

、
享
年
五
六
歳
。
模
写
を
通
し
て
先
人
の

絵
に
学
び
、
江
戸
城
西
御
丸
・
本
丸
御
殿
の
障
壁
画
を
指
揮
し
た
。『

公
用
日
記』

五
六
冊
も
貴
重
な
史
料
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
羽
山
重
樹
筆
録

『

御
用
頭
書』

の
文
久
三
年
五
月
一
一
日
の
条
に
は
、

直
指
庵

(

斉
斎
。
同
年
三
月
一
四
日
歿)

様
の

｢

御
遺
物｣

と
し
て
、｢

勝
川
画｣

(

絹
地)

一
枚
ず
つ
を
村
上
徳
輔
に
、｢

晴
川
画｣

(

絹
地
ヵ)

一
枚
を
広
江
益
蔵

に
下
さ
れ
た
と
あ
る
。
村
上
徳
輔
は
斉
斎
の
下
で
御
鷹
方
を
勤
め
た
人
物
で
あ
る
。

広
江
益
蔵
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

(

21)

源
宝
院
は
浄
土
宗
、
東
京
都
港
区
芝
大
門
一
丁
目
一
○
ー
一
六
に
現
在
す
る
。

(

22)

狩
野
勝
川
院
、
名
は
雅
信
、
江
戸
末
期
の
幕
府
奥
絵
師
、
法
印
。
晴
川
院
養
信

息
、
木
挽
町
狩
野
派
一
○
世
。
生
歿
、
文
政
六
年
〜
明
治
一
三
年
、
享
年
五
八
歳
。

[
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立
国
会
図
書
館
、
東
京

国
立
博
物
館
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
、
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
立
命
館
大
学
図
書
館
、
島
原
図
書
館
、
島
根
県
立
図
書
館

郷
土
資
料
室
、
島
根
県
立
大
学
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
の
御
高
配
を
い
た
だ
き
、
職

員
各
位
の
御
指
導
を
た
ま
わ
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

(

二
○
一
○
年

九
月
一
七
日
稿)

(

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
六
日
受
理)
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